
w
igia,34

:p.10,1895.
（
３２
）
中
村
氏
の
前
掲
書
、
第
三
章
「
マ
コ
モ
と
黒
穂
菌
」、
及
び
同
氏
論
考
「
第
３
の
菌
食

マ
コ
モ
タ

ケ
と
マ
コ
モ
ズ
ミ
」（『
き
の
こ
研
だ
よ
り
』
第
二
十
二
号

二
〇
〇
三
）
の
「
栽
培
型
マ
コ
モ
の
特

性
」
参
照
。
後
者
論
考
に
、「
今
日
、
日
本
で
も
マ
コ
モ
タ
ケ
﹇
菰
首
の
こ
と
。
筆
者
注
﹈
を
採
る
目

的
で
、
マ
コ
モ
の
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
栽
培
に
使
う
株
は
、
私
た
ち
が
野
外
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
マ
コ
モ
と
性
質
が
か
な
り
違
い
ま
す
。
こ
れ
を
栽
培
型
マ
コ
モ
と
い
い
、
野
生
型
に
く
ら
べ

て
ク
ロ
ホ
胞
子
が
で
き
に
く
く
、
マ
コ
モ
タ
ケ
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
栽
培
型
マ
コ
モ
の
親
株
は
中

国
か
ら
直
接
あ
る
い
は
台
湾
を
経
て
わ
が
国
に
入
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
栽
培
型
マ
コ
モ
は
、
も
と

も
と
中
国
で
１
２
０
０
年
以
上
も
前
に
、
野
生
型
マ
コ
モ
の
ク
ロ
ホ
感
染
株
か
ら
育
成
さ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
﹇
胡
道
静
氏
の
前
掲
論
考
に
基
づ
く
。
筆
者
注
﹈。
し
か
し
、
そ
の
起
源
を
探
る
こ
と
は

資
源
植
物
学
の
立
場
か
ら
極
め
て
興
味
深
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

…
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
形
質
は
野
生
集
団
の
中
に
一
度
に
生
ま
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
栽

培
型
に
関
係
し
た
小
さ
な
変
異
が
ヒ
ト
と
自
然
の
淘
汰
を
経
て
蓄
積
さ
れ
る
過
程
が
あ
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
」
と
あ
っ
て
、
左
表
「
栽
培
型
と
野
生
型
の
比
較
」
を
附
す
。

（
し
ぶ
さ
わ

ひ
さ
し

福
島
大
学
文
学
・
芸
術
学
系
）

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
受
理

野生型

伏せ形

狭い

紅

小

６～９月

多

茎部

伸びている

多

小

栽培型

立ち形

広い

白

大

６～８月

少

地際

つまっている

少

大

項 目

葉形

葉の幅

葉基の色

気孔の大きさ

分けつ期

分けつ数

菌えい 形成部位

菌えい 節間

菌えい 数

菌えい 大きさ
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二
章
「
日
本
人
と
マ
コ
モ
」
中
で
、「
こ
の
時
期
﹇
六
月
の
秋
田
県
。
筆
者
注
﹈
の
マ
コ
モ
は
背
丈
を

超
え
る
ほ
ど
に
伸
び
て
い
る
。
も
と
の
方
の
、
葉
鞘
に
包
ま
れ
た
五
〜
六
節
の
若
い
茎
は
半
ば
泥
の

な
か
に
あ
っ
て
伸
び
始
め
て
い
る
。
葉
の
も
と
の
葉
鞘
を
剥
い
て
い
く
と
、
中
心
に
五
セ
ン
チ
ほ
ど

に
伸
び
た
薄
黄
色
の
若
い
葉
が
何
層
に
も
重
な
っ
て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
。
茎
の
先
端
部
で
あ
る
。

私
た
ち
は
こ
れ
を
マ
コ
モ
ノ
メ
と
呼
ん
で
い
る
。
古
く
は
、
菰
筍
、
菰
菜
と
呼
ん
で
い
た
。
口
に
入

れ
て
�
ん
で
み
る
と
、
柔
ら
か
く
、
ほ
の
か
な
甘
味
と
香
り
が
あ
っ
て
、
生
で
も
食
べ
ら
れ
る
」
と

記
す
。

（
１７
）
謝
宗
万
「『
本
草
綱
目
』
図
版
的
考
察
」（
中
国
薬
学
会
薬
学
史
会
編
『
李
時
珍
研
究
論
文
集
』
所
収

湖
北
科
学
技
術
出
版
社

一
九
八
五
）。
な
お
、
初
版
の
原
形
を
留
め
な
い
味
古
斎
本
『
本
草
綱
目
』

の
挿
絵
﹇
左
上
図
﹈
は
、
そ
の
大
半
を
清
の
呉
其
濬
『
植
物
名
実
図
考
』﹇
左
下
図
﹈
に
拠
っ
て
お
り
、

菰
草
の
図
も
『
図
考
』
を
そ
の
ま
ま
模
写
し
て
い
る
が
、
右
下
に
「
菰
首
」
ら
し
き
も
の
を
描
き
加

え
て
い
る
。

（
１８
）
篠
田
氏
の
前
掲
論
考
「
忘
れ
ら
れ
た
穀
物
」、
第
一
章
「
�
」。

（
１９
）
明
の
謝
肇
�
『
五
雑
組
』
物
部
二
に
も
、「
菌
蕈
之
属
、
多
生
深
山
窮
谷
中
。
蛇
�
之
気
薫
蒸
、
易

中
其
毒
。
西
湖
志
載
、
宋
呉
山
寺
産
菰
。
大
如
盤
、
五
色
光
潤
」
と
あ
る
。
岩
城
秀
夫
訳
注
『
五
雑

組
』
第
五
冊
（
平
凡
社
・
東
洋
文
庫

一
九
九
八
）
が
「
菰
」
を
「
ま
こ
も
」
と
す
る
の
は
誤
解
で

あ
る
。
な
お
、
�
�
『
爾
雅
疏
』
に
影
響
さ
れ
た
の
か
、
宋
本
『
爾
雅
音
図
』
の
「
�
蔬
」
図
﹇
上

欄
左
上
図
﹈
は
、
ま
っ
た
く
地
蕈
と
混
同
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
地
蕈
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な

『
爾
雅
』
の
「
中
馗
」
図
﹇
上
欄
左
下
図
﹈
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
。

（
２０
）
前
掲
拙
論
「
爾
雅
釈
草
�
蔬
考
」、
第
六
章
「
�
蔬
・
�
�
同
源
」、
ま
た
、
拙
論
「
列
子
華
胥
考
―

古
漢
語
に
お
け
る
異
類
同
名
に
つ
い
て
―
」（『
学
林
』
第
四
十
一
号

二
〇
〇
五
）
参
照
。

（
２１
）
『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
二
十
三
年
の
条
に
「
狼
�
疏
」
な
る
人
名
が
み
え
る
。
黄
侃
『
爾
雅
音
訓
』

は
、「
此
の
草
（
�
蔬
）
を
以
て
名
を
為
す
な
り
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、「
�
蔬
」
が
古
名
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
２２
）
胡
道
静
氏
の
前
掲
論
考
。

（
２３
）
我
が
邦
で
は
、
マ
コ
モ
ズ
ミ
が
鎌
倉
彫
に
お
け
る
古
色
付
け
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ

れ
は
幕
末
明
治
の
仏
師
、
後
藤
斉
宮
考
案
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
中
村
氏
の
前
掲
書
、
第
三
章
「
マ

コ
モ
と
黒
穂
菌
」
参
照
。

（
２４
）
伊
欽
恒
「
略
述
我
国
古
代
的
幾
種
栽
培
蔬
菜
的
特
殊
技
術
」（『
中
国
古
代
農
業
科
技
』
所
収

農
業

出
版
社

一
九
八
〇
）

（
２５
）
こ
の
「
	
筍
」
が
必
ず
「
菰
首
」
を
指
し
て
い
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
一
文
は

「
三
月
」
の
条
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
秋
の
「
菰
首
」
収
穫
を
目
指
し
た
も
の
と
解

し
た
い
。

（
２６
）
顧
元
龍
氏
の
前
掲
書
、
第
五
章
「
栽
培
技
術
」
参
照
。

（
２７
）
袁
枚
『
随
園
食
単
』
雑
素
菜
単
に
、「
	
白
炒
肉
、
炒
鶏
倶
可
。
切
整
段
、


醋
炙
之
、
尤
佳
。
�

肉
亦
佳
。
須
切
片
以
寸
為
度
。
初
出
太
細
者
無
味
」
と
あ
る
。

（
２８
）
西
山
武
一
・
熊
代
幸
雄
『
校
訂
訳
註
斉
民
要
術
』（
ア
ジ
ア
経
済
出
版
会

一
九
六
九
）
は
、
巻
末

「
生
産
物
利
用
例
索
引
」
の
「
Ｂ
４２
追
註
」
に
お
い
て
菰
の
学
名
比
定
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
『
爾
雅
』
の
「
彫
蓬
」「
黍
蓬
」
を
挙
げ
、
鄭
樵
・
李
時
珍
・
小
野
蘭
山
の
、
菰
に
結
実
不
結
実

の
二
種
あ
り
と
の
説
に
従
っ
て
、「
マ
コ
モ＝

黍
蓬Z

izania
latifolia

Turz.

」
と
は
別
に
、
し
ば
ら
く

仮
に
と
断
り
つ
つ
、「
ハ
ナ
ガ
ツ
ミ＝

彫
蓬Z

izania
aquatica,var.?

」
と
し
、「
古
来
の
区
別
を
強
調

す
る
」
と
し
て
い
る
。

（
２９
）
顧
元
龍
氏
の
前
掲
書
、
第
三
章
「
生
長
発
育
特
性
」
参
照
。

（
３０
）
伊
欽
恒
氏
の
前
掲
論
考
に
、「
這
種
菌
類
対
人
類
健
康
完
全
無
害
、
它
喜
歓
温
暖
気
候
、
雨
量
宜
多
、

気
温
高
時
発
展
較
快
」
と
あ
る
。

（
３１
）H

ennings,P.;N
eue

und
interessante

pilze
aus

dem
K
onigl.B

otan.M
useum

in
B

erlin �
,H

ed-

（
二
四
）

２００５年１２月 「菰」の本草学 １０５



注

（
１
）
陸
游
詩
の
引
用
は
、
銭
仲
聯
『
剣
南
詩
稿
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
五
）
に
拠
り
、
以

下
の
論
中
で
『
詩
稿
』
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
２
）
胡
道
静
「
�
白
園
芸
改
革
的
時
代
和
地
点
」（「
新
建
設
」
一
九
五
四
年
十
二
月
号
、
の
ち
『
農
書
農

史
論
集
』
所
収

農
業
出
版
社

一
九
八
五
、
渡
部
武
訳
『
中
国
古
代
農
業
博
物
誌
考
』
中
に
邦
訳

あ
り
。

農
山
漁
村
文
化
協
会

一
九
九
〇
）

（
３
）
古
典
詩
文
に
み
え
る
植
物
を
本
草
学
的
に
、
あ
る
い
は
植
物
学
的
に
考
察
す
る
意
義
に
つ
い
て
は
、

拙
論
「『
離
騒
』
に
詠
ま
れ
る
芳
草
香
木
の
本
草
学
的
考
察
―
巫
医
作
離
騒
考
序
説
―
」（『
筧
文
生
・

松
本
幸
男
両
教
授
退
職
記
念
中
国
文
学
論
集
』

二
〇
〇
〇
）、
及
び
拙
論
「
爾
雅
釈
草
�
蔬
考
」（『
学

林
』
第
二
十
七
号

一
九
九
七
）
参
照
。
な
お
後
者
に
お
い
て
は
、
既
に
菰
草
に
つ
い
て
簡
単
に
ま

と
め
た
の
ち
、『
爾
雅
』
中
の
「
�
蔬
」、
す
な
わ
ち
当
論
で
詳
述
す
る
「
菰
首
」
の
語
源
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

（
４
）
『
詩
経
』
は
五
経
の
一
つ
と
し
て
別
格
で
あ
っ
た
た
め
か
、
詩
中
詠
ま
れ
る
多
く
の
植
物
に
つ
い
て
、

古
来
専
著
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
一
時
『
爾
雅
』
も
『
詩
経
』
読
解
の
辞
典
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

以
後
、
三
国
の
陸
�
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
に
始
ま
り
、
清
の
徐
雪
樵
『
毛
詩
名
物
図
説
』、
我

が
邦
の
江
村
如
圭
『
詩
経
名
物
弁
解
』、
岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
図
攷
』、
近
年
で
は
、
陸
文
郁
『
詩
草

木
今
釈
』（
天
津
人
民
出
版
社

一
九
五
七
）、
耿
�
『
詩
経
中
的
経
済
植
物
』（
台
湾
商
務
印
書
館

一
九
七
四
）、
呉
厚
炎
『
詩
経
草
木
彙
考
』（
貴
州
人
民
出
版
社

一
九
九
二
）
な
ど
が
知
ら
れ
、
ほ

ぼ
古
漢
名
と
学
名
と
の
同
定
が
済
ん
で
い
る
。

（
５
）
陸
游
の
詩
集
『
剣
南
詩
稿
』
八
十
五
巻
を
閲
し
て
菰
米
に
関
す
る
語
を
拾
っ
て
み
る
と
、「
菰
米
」

十
三
例
、「
菰
飯
」
二
例
、「
炊
菰
」
五
例
、「
新
菰
」
三
例
、「
香
菰
」
一
例
、「
雕
胡
」
六
例
な
ど
が

見
出
せ
る
。
こ
れ
は
多
作
で
知
ら
れ
る
陸
游
に
あ
っ
て
も
尋
常
の
数
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
次
論
「
陸
游
と
菰
」
に
お
い
て
詳
し
く
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
６
）
ま
と
ま
っ
て
現
存
す
る
最
古
の
『
爾
雅
』
注
は
晋
、
郭
璞
の
も
の
で
あ
る
。『
経
典
釈
文
』
序
録
に

よ
れ
ば
、
古
く
は
前
漢
の
�
為
文
学
注
三
巻
、
劉
�
注
三
巻
、
後
漢
の
樊
光
注
六
巻
、
李
巡
注
三
巻
、

魏
の
孫
炎
注
三
巻
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
今
で
は
亡
び
、
諸
書
に
佚
文
が
残
る
の
み
と
な
っ

て
い
る
。

（
７
）
中
村
重
正
『
菌
食
の
民
俗
誌
』（
八
坂
書
房

二
〇
〇
〇
）、
第
二
章
「
日
本
人
と
マ
コ
モ
」
に
指
摘

が
あ
る
。
な
お
、
当
書
は
マ
コ
モ
文
化
を
簡
明
に
ま
と
め
た
好
著
で
あ
り
、
文
献
検
索
の
糸
口
を
与

え
ら
れ
る
な
ど
小
論
に
裨
益
す
る
こ
と
多
大
で
あ
っ
た
。

（
８
）
神
道
に
お
け
る
菰
利
用
に
つ
い
て
は
、
矢
野
憲
一
『
伊
勢
神
宮
の
衣
食
住
』（
東
京
書
籍

一
九
九

二
）
に
詳
し
く
、
ま
た
中
村
氏
の
前
掲
書
、
第
四
章
「
非
日
常
の
マ
コ
モ
文
化
」
に
ま
と
ま
っ
て
い

る
。

（
９
）
湯
浅
浩
史
「
マ
コ
モ
の
名
の
由
来
」（『
ジ
ザ
ニ
ア
ぶ
み
』
第
五
号

一
九
八
七
）、『
日
本
植
物
方
言

集

草
本
類
篇
』（
八
坂
書
房

一
九
七
二
）
参
照
。

（
１０
）
赤
松
宗
旦
『
利
根
川
図
志
』（
巻
五
）
の
「
根
山
神
社
」
条
に
記
す
七
言
絶
句
は
次
の
通
り
。
詩
と

し
て
出
来
は
よ
く
な
い
が
、
と
も
か
く
菰
米
を
食
し
た
感
動
は
伝
わ
っ
て
こ
よ
う
。

淡
於
蕎
麦
香
於
稷

蕎
麦
よ
り
も
淡
く
稷
よ
り
も
香
り

真
味
初
知
在
水
郷

真
味
初
め
て
水
郷
に
在
る
を
知
る

非
向
君
家
留
竹
枝

君
が
家
に
向
ひ
て
竹
枝
を
留
む
る
に
非
ざ
れ
ば

一
生
不
信
有
菰
粱

一
生
菰
粱
有
る
を
信
ぜ
ざ
る
な
り

（
１１
）
『
晋
書
』
文
苑
伝
で
は
「
呉
中
菰
菜
・
蓴
羹
・
鱸
魚
膾
」
に
作
る
。

（
１２
）
『
本
草
綱
目
』
巻
十
九
草
部
に
引
く
『
本
草
図
経
』
は
「
春
末
生
白
茅
如
笋
」
に
作
る
。「
春
末
」
と

な
れ
ば
、「
菰
首
」
の
早
生
が
当
時
か
ら
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
い
う
「
菰
菜
」「
�

白
」
が
「
菰
首
」
を
指
す
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
本
論
中
に
て
後
述
す
る
理
由
に
よ
り
、
や
は
り
否

定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
１３
）
顧
元
龍
『
蔬
菜
生
産
小
叢
書

�
白
』（
上
海
科
学
技
術
出
版
社

一
九
八
七
）、
第
四
章
「
類
型
和

品
種
」
参
照
。

（
１４
）
顧
元
龍
氏
の
前
掲
書
第
四
章
に
「
両
熟
�
」
の
品
種
と
し
て
、「
小
�
台
」（
蘇
州
）、「
両
頭
台
」

（
蘇
州
）、「
中
�
台
」（
蘇
州
）、「
稗
草
�
」（
無
錫
）、「
紅
花
売
�
」（
無
錫
）、「
中
介
�
」（
無
錫
）

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
１５
）
「
菰
菜
」
十
例
中
、
秋
以
外
制
作
の
詩
は
、「
自
�
復
還
漢
中
次
益
昌
」（
乾
道
八
年
十
月

『
詩
稿
』

巻
三
）
の
「
呉
中
菰
菜
正
堪
烹
」
が
初
冬
、「
食
酪
」（
嘉
定
二
年
春

『
詩
稿
』
巻
八
十
一
）
が
春

の
詩
だ
が
、
後
者
は
「
未
必
鱸
魚
�
菰
菜
、
便
勝
羊
酪
薦
桜
桃
」
で
あ
る
か
ら
秋
で
な
く
と
も
よ
い

こ
と
に
な
る
。「
菰
首
」
五
例
中
、
秋
以
外
制
作
の
詩
は
、「
衰
疾
」（
嘉
泰
四
年
夏

『
詩
稿
』
巻
五

十
七
）
の
「
蓴
糸
菰
首
亦
加
餐
」
が
夏
で
あ
る
。「
秋
菰
」
六
例
中
、
秋
以
外
制
作
の
詩
は
、「
新
作

火
閣
」（
慶
元
四
年
冬

『
詩
稿
』
巻
三
十
八
）
の
「
似
玉
秋
菰
殊
未
老
」
が
冬
、「
夜
聞
姑
悪
」（
慶

元
五
年
夏

『
詩
稿
』
巻
三
十
九
）
が
夏
の
詩
だ
が
、
後
者
は
「
秋
菰
有
米
亦
可
飽
」
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
「
秋
菰
」
は
菰
米
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
１６
）
菰
に
つ
い
て
の
専
論
、
胡
道
静
氏
の
前
掲
論
考
と
篠
田
統
氏
の
「
忘
れ
ら
れ
た
穀
物
」（『
生
活
文
化

研
究
』
第
五
号

一
九
五
六
、
の
ち
『
中
国
食
物
史
の
研
究
』
所
収

八
坂
書
房

一
九
七
八
）
と

が
こ
の
問
題
に
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
こ
と
は
不
可
解
で
あ
る
。
さ
す
が
に
中
村
氏
は
前
掲
書
、
第
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の
で
あ
ろ
う
。

美
食
家
と
し
て
鳴
ら
し
た
杭
州
人
、
袁
枚
の
舌
に
適
っ
て
、
そ
の
製
法
集
『
随
園
食
単
』（
一

七
九
二
年
）
に
の
ぼ
っ
た
「
菰
首
」
の
佳
品
に
は
、
お
よ
そ
五
百
年
の
栽
培
史
が
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。

結

語

蝶
冷
停
菰
葉

蝶
は
冷
や
か
に
菰
葉
に
停
ま
り

よ
り
そ

�
馴
傍
�
枝

�
は
馴
れ
て
�
枝
に
傍
ふ

（
陸
游
「
公
安
」

『
剣
南
詩
稿
』
巻
二
）

い
に
し
え
よ
り
蒲
葦
と
と
も
に
水
郷
の
景
色
に
翠
蔭
を
差
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
菰
は
、
ご
く

あ
り
ふ
れ
た
野
草
な
が
ら
大
い
な
る
価
値
が
あ
っ
た
。
古
代
に
あ
っ
て
は
「
滋
味
の
麗
し
き
も

の
」
と
讃
え
ら
れ
る
美
饌
「
菰
米
」、
後
代
に
あ
っ
て
は
「
甘
き
こ
と
蜜
の
ご
と
し
」
と
詠
ま
れ

る
美
菜
「
菰
首
」、
そ
の
い
ず
れ
も
が
身
近
な
食
材
と
し
て
供
さ
れ
て
き
た
。

か
つ
て
は
王
の
宴
席
に
欠
か
せ
な
い
穀
物
に
数
え
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
辞
賦
に
は
南
国
の
響
き

を
与
え
る
べ
く
頻
り
に
引
か
れ
て
い
た
菰
米
は
、
し
か
し
唐
代
を
さ
か
い
に
価
値
を
下
げ
、
北

宋
に
は
本
草
書
中
の
救
荒
植
物
と
し
て
す
っ
か
り
過
去
の
産
物
に
な
り
果
て
、
細
々
と
食
さ
れ

る
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
な
る
。

一
方
、
秋
風
と
と
も
に
軟
白
質
を
太
ら
せ
た
菰
菜
「
菰
首
」
は
、
秦
漢
の
頃
よ
り
徐
々
に
賞

味
せ
ら
れ
、
六
朝
以
後
は
も
っ
ぱ
ら
川
魚
と
羹
に
つ
く
ら
れ
て
食
膳
の
ご
馳
走
に
あ
が
っ
た
が
、

そ
の
甜
美
さ
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
長
江
流
域
の
産
地
を
中
心
に
ま
す
ま
す
も
て

は
や
さ
れ
、
宋
末
元
初
の
頃
に
は
「
烏
鬱
」
に
な
り
に
く
い
優
良
品
種
の
栽
培
が
展
開
し
始
め

る
。し

か
し
な
が
ら
、
も
と
も
と
菰
米
と
「
菰
首
」
と
の
収
穫
は
両
立
し
な
い
の
で
あ
っ
た
。「
菰

首
」
は
黒
穂
病
菌
の
菌
�
で
あ
る
が
、
こ
の
菌
は
花
穂
を
つ
く
ら
せ
な
い
か
ら
菰
米
は
稔
ら
な

い
。
換
言
す
れ
ば
、
菰
米
が
稔
る
菰
草
に
は
当
然
「
菰
首
」
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
菰
に
二

種
あ
り
と
誤
解
さ
れ
る
ほ
ど
不
結
実
の
菰
草
は
存
在
し
、
そ
の
多
年
生
ゆ
え
に
、
ひ
と
た
び
感

染
す
れ
ば
ま
ず
出
穂
開
花
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
菰
米
衰
頽
の
背
景
に
は
、
よ
く
い
わ
れ
る

宋
元
代
の
稲
米
栽
培
の
普
及
確
立
と
と
も
に
、
し
だ
い
に
菰
米
を
収
穫
し
よ
う
に
も
で
き
な
い

状
況
が
拡
が
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
芳
し
き
菰
」
と
呼
ば
れ
、「
肴
饌
の
妙
な
る
も
の
」
に
す
ら
入
れ
ら
れ
た
菰
米
の
味
そ
の
も

の
が
飽
き
ら
れ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
古
人
は
、
穎
果
の
散
落
激
し
く
、

そ
の
収
量
に
期
待
が
も
て
な
い
菰
米
の
収
穫
と
、
代
替
の
利
か
な
い
馥
郁
た
る
珍
味
「
菰
首
」

の
獲
得
と
を
天
秤
に
掛
け
た
結
果
、
菰
米
に
は
見
切
り
を
つ
け
、
黒
穂
病
菌
の
蔓
延
を
む
し
ろ

天
恵
と
み
な
し
て
、「
菰
首
」
を
享
受
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
菰
草
は
、
人
間
と
い
う
消
費
者
の
勝
手
な
指
向
に
よ
っ
て
、
こ
の
数
千

年
来
、
黒
穂
病
罹
患
種
の
撲
滅
（
菰
米
目
的
）
と
、
そ
の
ま
っ
た
く
反
対
、
罹
患
種
の
保
存
改

良
（
菰
首
目
的
）
と
の
狭
間
に
翻
弄
さ
れ
続
け
た
植
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
植
物
界
に
お
け

る
穀
物
の
運
命
、
蔬
菜
の
運
命
と
は
往
々
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
両
方

を
味
わ
う
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
菰
草
に
あ
っ
て
は
、
ま
こ
と
に
奇
禍
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。

小
論
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
歴
代
の
本
草
書
や
農
書
は
も
と
よ
り
、
陸
游
の
詩
に
教
え
ら
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
己
が
作
品
を
本
草
学
の
考
証
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
詩
人
に
あ
っ
て
は

慮
外
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

少
年
読
爾
雅
、
亦
喜
騒
人
語

少
年
に
爾
雅
を
読
み
、
亦
た
騒
人
の
語
を
喜
ぶ

若
い
時
分
、『
爾
雅
』
の
草
木
、
ま
た
楚
辞
の
香
草
を
喜
ん
で
読
ん
だ
。

（「
薬
圃
」

『
詩
稿
』
巻
二
十
五
）

け
み

薬
名
尋
本
草
、
蘭
族
験
離
騒

薬
名
に
は
本
草
を
尋
ね
、
蘭
族
に
は
離
騒
を
験
す

薬
草
に
は
本
草
書
を
あ
た
り
、
香
草
に
は
「
離
騒
」
を
調
べ
た
。

（「
初
夏
幽
居
雑
賦
・
六
」

『
詩
稿
』
巻
六
十
一
）

と
い
う
彼
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
許
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

附
記

こ
の
小
論
の
半
ば
は
、
も
と
も
と
南
宋
、
陸
游
の
詩
に
「
菰
」
字
が
頻
見
さ
れ
る
理
由

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
拙
稿
中
に
組
み
込
ん
で
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
煩
瑣
な
本

草
学
的
考
証
を
縷
述
し
た
結
果
、
別
に
一
篇
と
し
て
ま
と
め
る
に
い
た
っ
た
。
菰
草
の
、
特
に

菰
米
と
し
て
の
利
用
が
極
端
に
衰
頽
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
常
食
し
、
詩
に
詠
み
続
け

た
陸
游
の
思
い
は
那
辺
に
あ
っ
た
の
か
。
次
稿
は
「
陸
游
と
菰
」
と
題
し
、
当
小
論
で
は
ほ
と

ん
ど
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
唐
詩
（
特
に
杜
甫
・
王
維
）
中
に
み
え
る
菰
、
及
び
本
草

家
と
し
て
の
陸
游
像
に
つ
い
て
の
考
察
と
と
も
に
近
く
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
二
二
）
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種
、
概
于
春
季
行
分
株
繁
殖
。
原
産
于
我
国
。
長
江
以
南
水
沢
地
区
及
江
三
角
洲
水
網
地

帯
種
植
最
多
。

菰
草
は
、
温
暖
湿
潤
を
好
み
、
粘
土
質
の
土
壌
で
よ
く
育
つ
。
夏
秋
二
期
作
種
と
秋
単
期
作
と
の

二
品
種
が
あ
る
。
だ
い
た
い
春
に
株
分
け
し
て
繁
殖
さ
せ
る
。
原
産
は
我
が
国
で
、
長
江
以
南
の
河

川
、
及
び
長
江
三
角
州
水
郷
地
帯
に
多
く
植
え
ら
れ
て
い
る
。

と
あ
る
。
実
際
に
は
、
菰
草
は
日
本
各
地
お
よ
び
台
湾
、
中
国
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
東
シ
ベ
リ
ア

の
温
帯
か
ら
亜
熱
帯
の
水
辺
に
広
く
分
布
す
る
。
し
か
し
菰
草
は
、
萌
芽
期
の
適
温
が
一
〇
か

ら
一
五
度
、
分
蘖
期
の
適
温
が
二
〇
か
ら
三
〇
度
、「
菰
首
」
肥
大
期
の
適
温
が
一
五
か
ら
二
五

�

度
（
黒
穂
病
菌
生
育
の
適
温
）
で
あ
る
か
ら
、
比
較
的
温
暖
な
地
域
を
好
む
こ
と
は
い
え
、
現

在
の
栽
培
地
も
温
暖
湿
潤
で
河
川
湖
沼
が
多
い
地
方
と
重
な
っ
て
い
る
。

牧
野
が
コ
モ
ヅ
ノ
の
食
用
の
こ
と
、
ま
た
伊
氏
も
そ
れ
を
収
穫
す
る
品
種
の
こ
と
を
い
う
よ

う
に
、
菰
の
栽
培
目
的
が
今
で
は
副
産
物
「
菰
首
」
の
み
に
あ
る
こ
と
、
前
章
に
て
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
。
続
い
て
「
菰
首
」
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

菰
草
が
黒
穂
病
菌
に
感
染
し
て
、
菌
が
地
下
茎
か
ら
花
茎
部
に
侵
入
し
活
動
を
開
始
す
る
と
、

そ
の
細
胞
を
刺
戟
す
る
た
め
に
茎
部
が
肥
大
化
し
畸
形
と
な
る
。
そ
の
菌
�
部
分
の
漢
名
が
「
菰

首
」
で
あ
る
。『
爾
雅
』
に
屈
短
の
貌
を
表
す
聯
緜
の
擬
態
語
「
�
蔬
」
と
古
名
で
記
さ
れ
る
の

は
、
ま
さ
し
く
そ
の
形
状
に
由
来
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

既
に
『
爾
雅
』
の
郭
璞
注
か
ら
「
甜
滑
」
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
菰
首
」
の
良
品
は
す
こ
ぶ

る
美
味
で
あ
り
、『
世
説
新
語
』
に
逸
話
を
の
こ
し
た
晋
の
張
翰
な
ら
ず
と
も
捨
て
お
け
な
い
食

材
と
し
て
現
在
に
い
た
る
ま
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
伊
氏
に
よ
る
と
病
�
で
は
あ
る
が
人
体
に

�

は
ま
っ
た
く
影
響
な
い
も
の
と
い
う
。

黒
穂
病
菌
に
つ
い
て
『
中
国
真
菌
志
』
第
十
二
巻
（
科
学
出
版
社

二
〇
〇
〇
）
の
「
黒
粉

菌
科
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

菰
黒
粉
菌
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胞
子
堆
引
起
茎
部
明
顕
腫
脹
、
長
卵
円
形
或
紡
錘
形
、
長８

〜１５
�

、
寛１

・２

〜４�

。
胞
子

団
形
成
于
茎
内
的
腔
中
、
褐
色
或
暗
褐
色
、
初
期
黏
結
、
不
久
変
成
粉
状
。
黒
粉
胞
子
球

形
、
近
球
形
、
楕
円
形
、
紡
錘
形
或
不
規
則
形
、６

〜１２

×５

・５

〜８�

、
橄
欖
褐
色
、
有
瘤
、

掃
描
電
鏡
下
可
見
瘤
常
彙
合
。

胞
子
堆
は
茎
部
の
は
っ
き
り
と
し
た
腫
れ
を
引
き
起
こ
す
。
そ
れ
は
長
卵
形
あ
る
い
は
紡
錘
形
で
、

長
さ
八
〜
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
二
〜
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
胞
子
塊
が
茎
部
内
の
隙
間
に

形
成
さ
れ
、
そ
れ
は
褐
色
あ
る
い
は
暗
褐
色
を
呈
し
、
初
め
は
粘
着
し
て
い
る
が
、
や
が
て
粉
状
に

変
化
す
る
。
黒
粉
胞
子
は
、
球
形
、
近
球
形
、
楕
円
形
、
紡
錘
形
、
あ
る
い
は
不
規
則
な
形
で
、
六

〜
十
二
×
五
・
五
〜
八
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
、
オ
リ
ー
ブ
色
で
突
起
が
あ
り
、
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
で

は
突
起
の
集
合
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
学
名U
stilago

esculenta

は
一
八
九
五
年
、
ド
イ
ツ
の
菌
類
学
者PaulC

hristoph
H
en-

�

nings

（1841-1908

）
に
よ
る
命
名
で
、「
食
用
し
得
る
黒
穂
菌
」
の
意
で
あ
る
。

感
染
株
の
地
下
茎
か
ら
花
穂
に
侵
入
し
た
内
生
菌
、
黒
穂
病
菌
は
、
そ
の
維
管
束
内
の
隙
間

に
菌
糸
を
充
満
さ
せ
な
が
ら
イ
ン
ド
ー
ル
酢
酸
を
分
泌
す
る
。
そ
の
刺
戟
は
細
胞
分
裂
を
異
常

に
促
進
さ
せ
、
花
穂
は
発
達
さ
せ
ず
、
か
わ
り
に
花
茎
の
下
部
三
節
ほ
ど
に
菌
�
（fungalgall

）

を
形
成
さ
せ
る
。

こ
の
菌
�
、
す
な
わ
ち
コ
モ
ヅ
ノ
「
菰
首
」
は
、
当
初
は
真
っ
白
く
香
気
が
あ
っ
て
美
味
な

る
も
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
菌
糸
窩
に
黒
穂
胞
子
が
充
満
し
始
め
、
そ
の
メ
ラ
ニ
ン
色
素
に
よ
っ

て
飴
色
か
ら
黒
褐
色
の
縞
模
様
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。
完
全
に
成
熟
す
る
と
黒
粉
状
の
胞
子

が
満
ち
た
真
っ
黒
い
胞
子
塊
が
で
き
る
。
こ
れ
が
マ
コ
モ
ズ
ミ
（
真
菰
墨
）、
漢
名
「
烏
鬱
」
で

あ
る
。
漢
名
の
由
来
は
、
も
ち
ろ
ん
烏
の
ご
と
き
黒
き
も
の
が
鬱
然
鬱
積
す
る
意
で
あ
ろ
う
。

こ
う
な
る
と
食
用
に
は
適
さ
な
い
が
、
薬
用
や
着
色
に
は
利
用
さ
れ
る
。

前
章
に
お
い
て
、
中
国
に
お
け
る
「
菰
首
」
採
取
目
的
の
菰
草
栽
培
の
起
源
に
つ
い
て
検
証

し
た
。
す
な
わ
ち
、
南
宋
末
か
ら
元
代
に
か
け
て
一
定
の
生
産
を
伴
う
菰
草
栽
培
が
開
始
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
そ
の
こ
と
は
、
野
生
種
の
菰
草
か
ら
、
よ

り
高
品
質
の
「
菰
首
」
を
採
取
し
得
る
栽
培
型
（incipientdom

esticate

）
が
選
抜
さ
れ
て
い
っ

た
こ
と
を
も
意
味
し
よ
う
。

栽
培
型
の
菰
草
が
、
野
生
種
と
そ
の
性
質
に
お
い
て
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ

�る
。
特
に
野
生
種
の
コ
モ
ヅ
ノ
は
胞
子
形
成
が
早
い
。
つ
ま
り
、「
烏
鬱
」
に
な
り
や
す
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
で
は
商
品
と
し
て
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
の
で
、『
種
芸
必
用
』
に
い
う

「
不
黒
」
の
菰
草
を
優
良
種
と
し
て
残
し
、「
雄
�
」「
灰
�
」
の
株
を
淘
汰
し
て
い
っ
た
に
違

い
な
い
。
コ
モ
ヅ
ノ
の
大
き
さ
も
、
よ
り
大
き
な
菌
�
の
も
の
が
選
択
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
現
在
に
引
き
継
が
れ
る
「
菰
首
」
の
栽
培
型
が
生
ま
れ
て
い
っ
た

菰首の栽培種「寒頭�」
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『
種
芸
必
用
』
に
先
立
つ
こ
と
約
一
世
紀
、
陸
游
の
詩
に
「
園
丁
、
菰
白
を
売
る
」（「
春
老
」）

と
の
一
句
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
、
春
の
コ
モ
ノ
コ
が
売
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
察

せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
例
な
ど
は
「
園
丁
」
の
一
語
か
ら
も
、「
菰
首
」
を
含
む
菰
菜
が
計
画
的
に

量
産
さ
れ
て
い
た
事
実
を
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
別
の
「
秋
雨
初
晴
有
感
」
な
る
詩
、

�
羹
菰
菜
珍
無
価
、
上
釣
魴
魚
健
欲
飛

（
紹
熙
三
年
秋

『
詩
稿
』
巻
二
十
五
）

に
「
�
羹
菰
菜
は
珍
な
れ
ど
も
価
無
し
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
菰
菜
は
売
り
物
で
な
か
っ
た
わ

け
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
自
宅
の
眼
前
に
広
が
る
鏡
湖
（
鑑
湖
と
も
い
う
。
紹
興
西
郊
の
三
山
）

に
お
い
て
採
集
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

陸
詩
に
菰
菜
へ
の
言
及
が
数
多
あ
る
こ
と
は
再
三
に
わ
た
っ
て
述
べ
た
。
そ
の
名
も
詩
題
「
隣

人
に
菰
菜
を
送
る
」（
嘉
定
元
年
秋

『
詩
稿
』
巻
七
十
八
）
ま
で
存
在
す
る
。
し
か
し
、
劈
頭

に
挙
げ
た
詩
に
も
、
街
中
で
酒
を
贖
い
「
湖
上
に
菰
を
采
る
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
や
は
り
陸

游
は
い
ま
だ
野
生
の
菰
菜
の
味
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

三

植
物
学
上
の
菰

最
後
に
、
菰
草
お
よ
び
菰
首
を
植
物
学
的
に
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

菰
草
は
、
禾
本
科
（
イ
ネ
科G

ram
ineae

）
・
禾
本
亜
科
（
イ
ネ
亜
科O

ryzoideae

）
・
禾
本

族
（
イ
ネ
族O

ryzeae

）
・
菰
亜
族
（
マ
コ
モ
亜
族Zizaninae

）
・
菰
属
（
マ
コ
モ
属Zizania

）

に
分
類
さ
れ
る
植
物
の
総
称
で
あ
る
。

『
中
国
植
物
志
』（
科
学
出
版
社

二
〇
〇
二
）
第
九
巻
第
二
分
冊
「
禾
本
科
・
菰
属
」
に
は
、

次
の
三
種
を
載
せ
る
。

菰

Z
izania

latifolia
(G

riseb.)
Stapf

in
K
ew

B
ull.1909.

水
生
菰

Z
izania

aquatica
L.

Sp.Pl.2
:991.1953.

沼
生
菰

Z
izania

palustris
L.

M
ant.295.1771.

し
か
し
、
ア
ジ
ア
分
布
の
原
産
種
は
多
年
生
の
、
和
名
マ
コ
モ
、
英
名M

anchurian
w
ildrice

、

�

学
名Z

izania
latifolia

（G
riseb.

）Turcz.

の
一
種
類
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
他
は
、Z

iza-

nia
texana

A
.S.H

itche.

を
含
め
て
北
米
原
産
と
さ
れ
る
、
主
に
一
年
生
の
い
わ
ゆ
るw

ild
rice

で
あ
る
。

中
国
で
は
ご
く
最
近
ま
で
黒
穂
病
菌
が
寄
生
し
て
「
菰
首
」
を
生
み
出
す
菰
草
を
別
種
と
み

な
し
、『
中
国
高
等
植
物
図
鑑
』
な
ど
も
学
名Z

izania
caduciflora

（Turcz.ex
Trin.

）H
and.-

M
azz.

を
与
え
て
い
た
が
、『
中
国
植
物
志
』
はZ

izania
latifolia

と
同
種
と
し
て
処
理
し
、
今
で

は
こ
れ
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
菰
草
はZ

izania
latifolia

Turcz.

を
指
す
も
の
と

す
る
。

菰
草
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
『
中
国
高
等
植
物
図
鑑
』
に
も
第
五
冊
（
科
学
出
版
社

一

九
七
六
）
に
「
�
笋
」
と
し
て
載
せ
る
が
、
説
明
が
簡
略
に
過
ぎ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
牧

野
富
太
郎
の
優
れ
た
解
説
か
ら
引
用
す
る
。
周
知
の
よ
う
に
牧
野
の
植
物
図
鑑
は
生
前
、
及
び

没
後
何
度
も
改
訂
平
易
化
を
重
ね
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
あ
え
て
自
身
が
詳
述
し
た
文

語
の
元
版
『
牧
野
日
本
植
物
図
鑑
』（
北
隆
館

一
九
四
〇
）
に
よ
り
た
い
。

ま
こ
も
（
菰
）

一
名

こ
も
・
か
つ
み
・
は
な
が
つ
み

Z
izania

latifolia
Turcz.

（=
H

ydropyrum
latifolium

G
riseb.;Z

.aquatica
H
ack.;Z

.palustris
Sieb.

）

溝
�
湖
辺
或
ハ
沼
沢
ニ
生
ズ
ル
大
形
ノ
多
年
生
草
本
。
根
茎
ハ
短
ケ
レ
ド
太
キ
多
肉
ノ

匐
枝
ヲ
盛
ニ
泥
中
ニ
横
走
セ
シ
メ
、
群
落
ヲ
成
セ
ル
葉
叢
ハ
水
中
ヨ
リ
叢
生
シ
、
稈
ハ
葉

中
ニ
直
立
シ
高
サ２ｍ

内
外
ア
リ
、
真
直
粗
大
ニ
シ
テ
円
柱
形
ヲ
成
シ
平
滑
ナ
リ
。

葉
ハ
長
大
、
緑
色
剛
質
ニ
シ
テ
直
立
シ
長
サ４０

－１００
㎝

ニ
及
ビ
幅２

－３
㎝

ヲ
算
シ
狭
長

披
針
形
ニ
シ
テ
漸
尖
シ
辺
縁
ハ
�
渋
シ
下
部
ハ
次
第
ニ
狭
窄
シ
、
葉
鞘
ハ
円
ク
シ
テ
多
胞

質
ヲ
成
シ
厚
キ
コ
ト
が
ま
ニ
似
タ
リ
。

夏
秋
ノ
候
、
稈
頂
ニ
長
サ３０

－５０
㎝

許
ノ
大
ナ
ル
尖
塔
状
円
錐
花
叢
ヲ
直
立
シ
多
ク
分
枝

シ
テ
多
数
ノ
小
穂
ヲ
着
ケ
、
…
穎
果
ハ
菰
米
ト
謂
ヒ
狭
長
ニ
シ
テ
熟
ス
レ
バ
緑
色
ノ
�
ヲ

伴
フ
テ
容
易
ニ
散
落
ス
。

往
々
菌
類
其
嫩
稈
ヲ
冒
シ
笋
形
ヲ
呈
ス
ル
ヲ
�
白
（
こ
も
づ
の
）
ト
称
シ
支
那
及
ビ
台

湾
ニ
テ
食
用
ニ
供
シ
、
又
其
胞
子
熟
シ
テ
黒
熟
シ
粉
状
ヲ
呈
ス
レ
バ
之
レ
ヲ
ま
こ
も
ず
み

（
烏
鬱
）
ト
呼
ブ
。

伊
欽
恒
『
群
芳
譜
詮
釈
』（
農
業
出
版
社

一
九
八
五
）「
菰
」
条
の
解
説
に
は
、

�
草
（
菰
草
）、
性
喜
温
暖
潮
潤
、
適
于
粘
壌
土
生
長
、
有
夏
秋
双
季
�
和
秋
産
単
季
�
両

長江中下游水域洲灘野生経済植物

中国高等植物図鑑
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小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
十
五
草
之
八
に
は
、

老
テ
中
ニ
灰
ノ
如
キ
者
ミ
ツ
。
色
黒
シ
。
即
烏
鬱
ナ
リ
。
一
名
�
鬱
（
三
才
図
会
）。
コ
レ

ヲ
、
マ
コ
モ
ト
云
。
一
名
、
ハ
タ
チ
カ
ツ
ラ
・
コ
モ
ク
ラ
（
筑
後
）
・
マ
コ
モ
ズ
ミ
（
備

前
）。
婦
人
首
ノ
禿
ス
ル
ニ
ヌ
リ
、
或
ハ
油
�
ニ
雑
ヘ
テ
黒
ク
ス
。

�

と
あ
り
、
邦
俗
で
は
着
色
に
用
い
た
よ
う
だ
。
古
い
和
名
は
、『
本
草
和
名
』
に
み
え
る
「
�
鬱

和
名
古
毛
布
都
良
（
コ
モ
フ
ツ
ロ
）」
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
『
種
芸
必
用
』『
便
民
図
纂
』『
長
物
志
』
の
「
不
黒
」
表
現
に
対
し
甲
乙
丙

三
つ
の
考
え
方
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

甲

黒
く
な
ら
な
い→

当
然
菰
首
そ
の
も
の
が
で
き
な
い→

菰
米
が
収
穫
で
き
る

﹇
菰
米
収
穫
が
目
的
﹈

乙

黒
く
な
ら
な
い→

烏
鬱
に
な
り
に
く
い→

よ
い
菰
首
が
採
取
で
き
る

﹇
良
質
の
菰
首
収
穫
が
目
的
﹈

丙

黒
く
な
ら
な
い→

菰
首
が
で
き
な
い→

�
白
（
春
の
若
芽
）
は
採
取
で
き
る

﹇
春
の
若
芽
収
穫
が
目
的
﹈

甲
説
は
、
黒
穂
病
菌
に
侵
さ
れ
た
菰
草
は
結
実
し
な
い
（
菰
米
が
収
穫
で
き
な
い
）
点
を
踏
ま

え
、「
不
黒
」
と
は
病
菌
の
産
物
「
菰
首
」
を
い
か
に
生
じ
な
い
株
に
育
て
る
か
を
表
現
し
た
、

と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
乙
説
は
、「
菰
首
」
に
よ
っ
て
は
早
々
に
「
烏
鬱
」
が
発
生
す
る
点
（
こ

れ
を
「
灰
�
」
と
い
う
）
を
踏
ま
え
、「
不
黒
」
と
は
い
か
に
白
さ
が
持
続
す
る
良
質
の
「
菰
首
」

を
作
る
か
を
表
現
し
た
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
灰
�
」
株
出
現
の
防
止
で
あ
る
。

丙
説
は
、『
便
民
図
纂
』『
長
物
志
』
に
「
�
白
」
と
あ
る
の
を
狭
義
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
春
の

若
芽
（
コ
モ
ノ
コ
）
と
解
し
、「
菰
首
」
が
で
き
な
く
と
も
構
わ
な
い
こ
と
を
表
現
し
た
、
と
い

う
解
釈
で
あ
る
。

丙
説
は
、
若
芽
「
�
白
」
の
採
取
は
「
菰
首
」
の
で
き
る
株
か
否
か
と
は
無
関
係
で
あ
る
の

で
と
れ
な
い
。
ま
た
、「
�
白
」
は
既
に
「
菰
首
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
が
菰
草
そ
の
も
の
を
指
す
名
称
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
明
、
徐
光
啓
の
名
著
『
農

政
全
書
』
巻
五
十
三
「
荒
政
」
に
、『
救
荒
本
草
』
草
部
に
依
拠
し
て

本
草
有
菰
根
、
又
名
菰
�
草
。
江
南
人
呼
為
�
草
、
俗
又
呼
為
�
白
。

『
本
草
』
に
菰
根
有
り
、
又
菰
�
草
と
名
づ
く
。
江
南
の
人
呼
び
て
�
草
と
為
し
、
俗
に
又
呼
び

て
�
白
と
為
す
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
�
白
」
と
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
春
芽
の
採
取
を
目

的
と
す
る
可
能
性
は
低
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
「
�
白
」
は
既
に
「
菰
首
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て

い
る
と
み
た
い
。

甲
説
は
、
伊
欽
恒
氏
に
「
可
見
、
当
時
還
実
行
逐
年
移
植
、
防
止
�
鬱
蔓
延
、
希
望
継
続
収

穫
彫
胡
米
、
換
句
話
説
、
宋
元
之
際
、
還
没
有
大
量
生
産
�
白
充
作
蔬
菜
（
当
時
﹇『
種
芸
必
用
』

が
書
か
れ
た
頃
。
筆
者
注
﹈
菰
の
逐
年
移
植
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
�
鬱
の
蔓
延
を
防
止
し
、

継
続
的
に
菰
米
を
収
穫
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
宋
元
の
頃
は
、

�

ま
だ
菰
首
を
大
量
生
産
し
て
蔬
菜
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
）」
と
の
同
一
見
解

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
乙
説
と
対
蹠
的
な
解
釈
と
な
り
、
仮
に
甲
説
で
あ
れ
ば
、「
菰
首
」
栽
培
の

記
録
は
、
平
凡
な
記
述
な
が
ら
元
の
魯
明
善
『
農
桑
衣
食
撮
要
』
三
月
の
条
に
、

種
�
筍
不
用
蘆
席
、
止
於
水
辺
深
栽
之
。

�
筍
を
種
う
る
に
は
蘆
席
を
用
い
ず
、
止
だ
水
辺
に
深
く
之
を
栽
う
。

�

と
あ
る
の
が
明
記
さ
れ
た
早
い
例
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ふ
さ

し
か
し
、『
便
民
図
纂
』
に
「
多
く
河
泥
を
用
ひ
て
根
を
壅
げ
ば
、
則
ち
色
白
し
」
と
あ
る
の

は
、
良
質
の
「
菰
首
」
栽
培
の
法
を
述
べ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、『
長
物
志
』
の

た
す

「
池
塘
中
に
も
亦
た
多
く
植
う
る
に
宜
し
く
、
以
て
灌
園
の
欠
く
所
を
佐
く
」、
す
な
わ
ち
畑
仕

事
で
不
足
の
分
を
補
っ
て
く
れ
る
、
と
い
う
表
現
も
蔬
菜
価
値
の
高
い
「
菰
首
」
を
指
す
と
推

察
で
き
る
。
さ
ら
に
、『
種
芸
必
用
』
は
、「
�
首
」、
す
な
わ
ち
「
菰
首
」
と
明
言
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
実
際
、「
菰
首
」
栽
培
に
お
け
る
連
作
は
品
質
低
下
を
も
た
ら
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
お

�

り
、
こ
の
「
逐
年
移
動
」
と
の
一
句
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

生
育
旺
盛
な
株
は
、
往
々
「
雄
�
」（
菰
に
コ
モ
ヅ
ノ
が
で
き
な
く
な
る
変
異
現
象
。
放
任
し

た
菰
田
に
出
現
し
や
す
い
と
い
う
）
や
「
灰
�
」（
黒
穂
病
菌
が
早
々
に
充
満
し
、
食
用
に
適
し

た
コ
モ
ヅ
ノ
に
な
ら
な
い
現
象
）
を
引
き
起
こ
す
菰
草
に
な
り
や
す
い
の
で
、
優
秀
な
母
株
を

選
択
し
繁
殖
さ
せ
る
た
め
に
も
逐
年
の
移
植
は
有
効
な
手
段
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、『
種
芸
必

用
』
に
代
表
さ
れ
る
「
不
黒
」
表
現
の
示
す
と
こ
ろ
は
乙
説
を
と
る
べ
く
、
そ
れ
は
、
南
宋
末

期
に
「
菰
首
」
収
穫
目
的
の
栽
培
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
文
献
上
確
認
で
き
る
こ
と
を
意
味

し
よ
う
。

も
っ
と
も
、
何
の
程
度
を
も
っ
て
栽
培
と
み
な
す
か
は
異
論
が
あ
ろ
う
。
清
の
程
瑤
田
『
九

穀
考
』
に
い
た
っ
て
は
、
郷
里
歙
県
（
安
徽
省
）
の
「
業
�
塘
者
」、
す
な
わ
ち
菰
栽
培
業
者
へ

の
言
及
が
あ
る
の
で
、
こ
の
記
事
は
、
菰
米
が
見
捨
て
ら
れ
た
時
代
に
あ
っ
て
、
当
然
「
菰
首
」

が
相
応
の
規
模
を
も
っ
て
栽
培
量
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。
か
の
袁
枚
『
随

�

園
食
単
』
雑
素
菜
単
に
は
、
菰
菜
と
鶏
肉
の
炒
め
物
の
料
理
法
を
載
せ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は

確
実
に
市
場
に
流
通
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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そ
ろ

か

さ

菰
菌
魚
羹
。
魚
は
方
寸
に
准
へ
、
菌
は
湯
沙
に
中
け
、
出
し
て
劈
く
。
先
に
菌
を
煮
て
沸
さ
し
め

あ

て
魚
を
下
す
。
又
云
ふ
、
先
に
下
し
て
魚
・
菌
・
�
・
�
・
葱
・
�
と
与
へ
る
。
又
云
ふ
、
洗
ふ

ゆ
り

も
沙
せ
ず
、
肥
肉
も
亦
た
用
ふ
べ
し
。
之
を
半
奠
す
。

と
、
そ
の
調
理
法
を
詳
載
す
る
が
、
栽
培
に
は
一
言
も
触
れ
な
い
。

蔬
菜
目
的
の
菰
草
栽
培
記
録
を
農
書
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
南
宋
末
、
呉
懌
『
種
芸
必
用
』

（『
永
楽
大
典
』
巻
一
万
三
千
百
九
十
四
引
）
に
、

�
首
、
根
逐
年
移
動
、
生
着
不
黒
。

�
首
、
根
、
逐
年
移
し
動
か
せ
ば
、
生
着
し
て
黒
か
ら
ず
。

と
あ
る
の
が
最
古
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
類
す
る
記
事
が
明
の
�
�
『
便
民
図
纂
』（
巻
六
）
と
、

農
書
で
は
な
い
が
明
の
江
南
文
人
、
文
震
亨
の
趣
味
書
『
長
物
志
』（
巻
十
一
）
と
に
見
出
せ
る
。

〈
便
民
図
纂
〉
�
白
、
宜
水
辺
深
栽
、
逐
年
移
動
、
則
心
不
黒
。
多
用
河
泥
壅
根
、
則
色

白
。

〈
長
物
志
〉
�
白
、
古
称
雕
胡
。
性
尤
宜
水
。
逐
年
移
之
、
則
心
不
黒
。
池
塘
中
亦
宜
多

植
、
以
佐
灌
園
所
欠
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
三
書
に
共
通
し
て
み
え
る
「
不
黒
」
な
る
一
句
で
あ
ろ
う
。
こ
の

解
釈
に
よ
っ
て
三
書
の
も
つ
意
味
が
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

ら
の
記
事
が
「
菰
首
」
目
的
の
菰
草
栽
培
と
み
な
し
て
よ
い
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
不
黒
」
と
は
何
を
意
味
す
る
表
現
で
あ
ろ
う
か
。

既
述
の
ご
と
く
、「
菰
首
」
と
は
、
菰
草
の
花
茎
が
菌
に
侵
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
菌

は
黒
穂
病
菌
（
次
章
に
て
詳
述
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
肥
大
茎
の
組
織
を

墨
の
ご
と
く
真
っ
黒
く
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

〈
本
草
拾
遺
〉
菰
首
、
…
更
有
一
種
小
者
。
擘
肉
如
黒
、
名
烏
鬱
、
人
亦
食
之
。

〈
蜀
本
草
〉
三
年
已
上
、
心
中
生
台
如
藕
、
白
軟
中
有
黒
脈
。
堪
啖
、
名
菰
首
也
。

〈
本
草
図
経
〉
菰
首
、
…
其
台
中
有
黒
者
、
謂
之
�
鬱
。

さ

す
み

こ
れ
ら
本
草
書
の
「
肉
を
擘
け
ば
黒
の
ご
と
し
」「
白
軟
中
に
黒
脈
有
り
」「
台
中
に
黒
有
る
者
」

と
の
表
現
が
そ
れ
で
あ
り
、
つ
と
に
そ
の
現
象
は
知
ら
れ
て
い
た
。
清
の
程
瑤
田
『
九
穀
考
』

（「
皇
清
経
解
」
巻
五
百
四
十
八
）
に
、

実
老
、
則
心
虚
有
直
理
。
淤
泥
漬
入
、
乃
生
黒
脈
。
謂
之
烏
鬱
、
亦
曰
�
鬱
。

う
つ

実
老
ゆ
れ
ば
、
則
ち
心
虚
ろ
に
し
て
直
理
有
り
。
淤
泥
漬
入
し
、
乃
ち
黒
脈
を
生
ず
。
之
を
烏
鬱

と
謂
ひ
、
亦
た
�
鬱
と
曰
ふ
。

と
あ
る
よ
う
に
、「
菰
首
」
の
菌
�
は
初
め
は
真
っ
白
い
も
の
で
あ
る
が
、
数
日
し
て
熟
す
る
と

黒
い
縞
模
様
が
出
現
し
、
や
が
て
黒
灰
状
の
胞
子
が
充
満
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
「
烏
鬱
」
や

「
�
鬱
」（
和
名
マ
コ
モ
ズ
ミ
）
と
呼
び
、
こ
う
な
る
と
食
用
に
は
ま
っ
た
く
適
さ
な
い
の
で
あ

る
﹇
左
図
参
照
﹈。
も
っ
と
も
、
そ
の
原
因
に
は
誤
解
が
あ
っ
て
、
程
瑤
田
も
「
淤
泥
漬
入
」
と

い
い
、「
烏
鬱
」
は
菰
草
に
汚
泥
が
侵
入
し
た
も
の
と
み
な
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
こ
の
誤
解
は
、
羅
願
『
爾
雅
翼
』（
巻
一
）
の
「
�
」
条
に
、

其
或
有
黒
縷
如
墨
点
者
、
名
烏
鬱
。
或
云
別
種
、
非
也
。
但
是
植
之
黒
壌
、
歳
久
不
易

地
、
	
泥
入
其
中
耳
。
以
潘
水
�
則
去
之
。
此
菰
首
之
不
臧
者
也
。

其
の
或
い
は
黒
縷
の
墨
点
の
ご
と
き
者
有
る
を
、
烏
鬱
と
名
づ
く
。
或
い
は
別
種
と
云
ふ
は
、
非

な
り
。
但
だ
是
れ
之
を
黒
壌
に
植
ゑ
、
歳
久
し
く
す
る
も
地
を
易
え
ざ
れ
ば
、
	
泥
其
の
中
に
入

ひ
た

よ

る
の
み
。
潘
水
を
以
て
�
せ
ば
則
ち
之
を
去
る
。
此
れ
菰
首
の
臧
か
ら
ざ
る
者
な
り
。

と
あ
る
の
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
郭
璞
以
来
、
菰
草
に
生
ず
る
菌
類
と
理
解
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、

「
烏
鬱
」
が
そ
の
成
熟
し
た
胞
子
で
あ
る
と
は
気
付
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ

羅
願
も
「
菰
首
」
の
不
良
品
と
み
な
す
よ
う
に
、「
菰
首
」
に
は
必
ず
「
烏
鬱
」
が
出
現
し
不
可

食
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
前
述
『
爾
雅
疏
』
の
撰
者


�
の
誤
解
が
、
も
し
「
菰
首
」

を
実
見
し
て
い
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
「
菰
首
」
の
保
存
性
の

悪
さ
に
起
因
し
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

本草図譜（岩崎灌園） ※図の左上が胞子のたけた烏鬱

本草蒙筌 ※はっきりしないが、根元の
黒塊で烏鬱を表現か

（
一
八
）
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と
注
し
、
あ
の
傘
を
も
つ
キ
ノ
コ
と
解
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
引
「
�
蔬
」
の
郭
注
に
も

「
土
菌
の
ご
と
し
」
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
�
�
は
、
こ
の
郭
注
の
二
文
に
惑
わ
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
。

さ
ら
に
、『
本
草
図
経
』
菰
根
条
に
は
「
南
方
の
人
、
今
に
至
る
ま
で
菌
を
謂
ひ
て
菰
と
為
す
」

と
あ
っ
て
、「
菰
」
字
に
菌
（
キ
ノ
コ
）
の
意
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。『
本
草
綱
目
』

巻
二
十
八
菜
部
に
も
「
土
菌
」
の
異
称
と
し
て
「
菰
子
」
を
挙
げ
て
い
る
。
�
�
誤
解
の
土
壌

�

は
揃
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

実
の
と
こ
ろ
「
�
蔬
」
な
る
古
名
は
、
既
に
古
漢
語
に
お
け
る
異
類
同
名
の
聯
緜
語
を
検
討

し
た
拙
論
に
よ
っ
て
、
病
菌
に
冒
さ
れ
た
「
菰
首
」
の
、
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
特
異
な
屈
短
形
状

キ
ョ
ジ
ョ

か
ら
呼
ば
れ
た
魚
韻
畳
韻
の
擬
態
語
で
あ
り
、『
詩
経
』
�
風
「
新
台
」
に
み
え
る
「
�
�
」

（
粗
悪
な
ム
シ
ロ
・
鳩
胸
・
蟾
蜍
な
ど
の
多
義
あ
り
）
と
同
源
、「
菰
首
」
を
指
す
に
相
違
な
い

�

こ
と
が
明
白
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
西
京
雑
記
』（
巻
一
）
に
は
、

太
液
池
辺
皆
是
彫
胡
・
紫
�
・
緑
節
之
類
。
菰
之
有
米
者
、
長
安
人
謂
為
彫
胡
、
葭
蘆

之
未
解
葉
者
、
謂
之
紫
�
、
菰
之
有
首
者
、
謂
之
緑
節
。

太
液
池
辺
、
皆
是
れ
彫
胡
・
紫
�
・
緑
節
の
類
あ
り
。
菰
の
米
有
る
者
、
長
安
の
人
謂
ひ
て
彫
胡

と
為
し
、
葭
蘆
の
未
だ
葉
を
解
か
ざ
る
者
、
之
を
紫
�
と
謂
ひ
、
菰
の
首
有
る
者
、
之
を
緑
節
と

謂
ふ
。

と
あ
り
、
こ
こ
に
み
え
る
「
緑
節
」
を
�
懿
行
『
爾
雅
義
疏
』
は
「
�
蔬
」、
す
な
わ
ち
「
菰
首
」

で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。「
菰
之
有
首
者
」
と
の
表
現
か
ら
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、『
呂
氏
春
秋
』
本
味
篇
に
「
菜
の
美
き
者
、
…
越
駱
の
菌
」
と
あ
り
、『
爾
雅
翼
』

（
巻
六
）
は
「
�
蔬
」
条
に
こ
の
一
句
を
引
い
て
、「
則
ち
古
よ
り
之
を
重
ん
ず
る
こ
と
久
し
」

と
述
べ
て
い
る
。『
西
京
雑
記
』
は
撰
者
が
は
っ
き
り
せ
ず
、『
呂
覧
』
の
例
は
い
ま
だ
「
菰
首
」

と
断
定
し
が
た
い
が
、
篠
田
氏
の
い
う
よ
う
に
、
古
代
の
文
献
に
「
菰
首
」
へ
の
言
及
が
ま
っ

た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
菰
草
が
初
見
す
る
『
爾
雅
』
が
、
わ
ざ
わ
ざ
同
じ
釈
草
篇
中
に
穀

実
部
分
を
表
す
「
彫
蓬
」
と
菌
	
部
分
を
表
す
「
�
蔬
」
と
を
別
記
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、

「
菰
首
」
に
独
自
の
価
値
を
見
出
し
て
い
る
何
よ
り
の
証
拠
と
も
い
え
、
既
に
秦
漢
の
頃
よ
り

菰
米
と
と
も
に
「
菰
首
」
部
分
を
も
食
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
の
で
は
な

�
い
か
。

胡
道
静
氏
は
、
先
の
張
翰
の
逸
話
を
引
き
、「
当
時
中
原
地
区
栽
植
的


草
仍
是
為
了
収
穫
穀

実
、
并
不
発
展
菌
	
栽
培
的
（
当
時
﹇
四
世
紀
初
。
筆
者
注
﹈、
中
原
地
方
で
栽
培
さ
れ
て
い
た

菰
草
は
相
変
わ
ら
ず
穀
実
を
収
穫
す
る
た
め
の
も
の
で
、
菌
	
栽
培
は
ま
っ
た
く
発
達
し
て
い

�

な
か
っ
た
）」、
ゆ
え
に
張
翰
の
洛
陽
を
離
れ
る
口
実
と
な
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
確
か

に
長
江
を
中
心
に
し
て
湖
沼
藪
沢
が
多
く
温
暖
湿
潤
な
呉
越
地
方
に
は
、
水
辺
に
菰
草
が
群
生

し
て
お
り
、
他
地
域
に
比
し
て
そ
の
副
産
物
で
あ
る
菰
菜
を
食
用
と
す
る
習
慣
が
よ
り
発
達
し

て
い
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
南
朝
梁
の
沈
約
に
そ
の
名
も
「
詠
菰
」
な
る
詩
一
篇
が
伝
わ
る
。

あ
ま
ね

結
根
布
洲
渚
、
垂
葉
満
皐
沢

結
根
は
洲
渚
に
布
く
、
垂
葉
は
皐
沢
に
満
つ

た
ぐ

匹
彼
露
葵
羹
、
可
以
留
上
客

彼
の
露
葵
の
羹
に
匹
ひ
、
以
て
上
客
を
留
む
べ
し

﹇
芸
文
類
聚
・
八
十
二
﹈

じ
ゅ
ん

さ
い

「
あ
の
露
葵
の
汁
物
に
匹
敵
し
、
そ
れ
で
賓
客
を
留
む
べ
し
」
と
は
、「
菰
首
」
の
い
か
に
甘
美

な
る
か
を
讃
え
た
表
現
に
違
い
な
い
。
沈
約
に
は
、
別
に
「
行
園
」
詩
が
あ
り
、

う
ね

つ
つ
み

寒
瓜
方
臥
壟
、
秋
菰
亦
満
陂

寒
瓜
は
方
に
壟
に
臥
せ
、
秋
菰
は
亦
た
陂
に
満
つ

紫
茄
紛
爛
漫
、
緑
芋
鬱
参
差
…

紫
茄
は
紛
と
し
て
爛
漫
た
り
、
緑
芋
は
鬱
と
し
て
参
差
た
り

﹇
謝
宣
城
集
・
四
﹈

と
う
が
ん

な

す

さ
と
い
も

と
詠
う
。
こ
の
「
秋
菰
」
も
、「
寒
瓜
」「
紫
茄
」「
緑
芋
」
ら
と
並
挙
さ
れ
る
か
ら
に
は
秋
の
菰

米
で
は
な
く
、
秋
の
「
菰
首
」
に
違
い
な
い
。

た
だ
し
、
胡
氏
は
前
掲
文
に
続
き
「
別
一
方
面
、
也
就
説
明
了


草
的
園
芸
改
革
、
是
発
生

在
江
南
地
区
的
、
所
以
那
時
的
江
東
呉
中
就
已
産
有
了
可
口
的


笋
（
一
方
で
は
、


草
の
園

芸
的
改
良
栽
培
は
江
南
地
方
で
発
生
し
た
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
当
時
の
江

東
や
呉
中
地
方
で
は
す
で
に
食
用
の


白
筍
の
栽
培
生
産
が
可
能
で
あ
っ
た
）」
と
い
う
。
秦
漢

よ
り
「
菰
首
」
が
食
さ
れ
て
い
た
と
既
述
し
た
の
は
、
野
生
の
菰
草
よ
り
採
取
し
た
と
の
前
提

で
い
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
南
北
朝
以
前
に
菰
草
が
蔬
菜
目
的
に
人
工
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
断
定

す
る
こ
と
は
容
易
に
で
き
な
い
。

『
西
京
雑
記
』（
巻
五
）
に
、

会
稽
人
顧
�
、
少
失
父
、
事
母
至
孝
。
母
好
食
雕
胡
飯
、
常
帥
子
女
躬
自
採
�
。
還
家
、

導
水
鑿
川
、
自
種
供
養
、
毎
有


儲
。

会
稽
の
人
、
顧
�
、
少
く
し
て
父
を
失
ひ
、
母
に
事
へ
て
至
孝
な
り
。
母
好
み
て
雕
胡
の
飯
を
食

み

う

ひ
、
常
に
子
女
を
帥
ゐ
て
躬
自
ら
採
�
す
。
家
に
還
り
て
、
水
を
導
き
川
を
鑿
ち
、
自
ら
種
ゑ
供

養
し
、
毎
に


儲
有
り
。

と
あ
り
、
菰
草
を
栽
培
し
た
早
い
記
録
で
あ
ろ
う
が
、
文
中
明
ら
か
な
よ
う
に
こ
れ
は
「
雕
胡
」、

す
な
わ
ち
菰
米
採
取
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。『
斉
民
要
術
』（
巻
八
）
の
「
羹
�
」
項
に

は
、

菰
菌
魚
羹
。
魚
方
寸
准
、
菌
湯
沙
中
、
出
劈
。
先
煮
菌
令
沸
、
下
魚
。
又
云
、
先
下
、

与
魚
菌
�
�
葱
�
。
又
云
、
洗
不
沙
、
肥
肉
亦
可
用
。
半
奠
之
。
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と
あ
る
連
歌
は
、
ま
さ
し
く
春
の
「
菰
菜
」
コ
モ
ノ
コ
を
珍
重
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
で
あ

ろ
う
。
菰
米
と
と
も
に
菰
菜
を
詠
う
こ
と
の
多
い
陸
游
詩
に
も
「
園
丁
、
菰
白
を
売
る
」
と
の

一
句
が
あ
る
。

園
丁
売
菰
白
、
蠶
妾
采
桑
黄

（「
春
老
」

『
詩
稿
』
巻
八
十
一
）

こ
れ
は
嘉
定
二
年
（
一
二
〇
九
）
春
の
詩
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
菰
白
」
と
は
菰
草
の
軟
白
な

若
芽
で
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、「
菰
菜
」「
菰
首
」
の
二
者
が
、
本
草
学
上
、
ま
た
植
物
学
上
別
物
で
あ
っ
て
も
、

古
人
に
と
っ
て
は
ど
ち
ら
も
菰
草
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
美
菜
と
し
て
広
義
の
菰
菜
で
あ
っ
た
に

相
違
な
い
。「
万
里
秋
風
菰
菜
老
ゆ
」
と
詠
う
陸
游
詩
の
「
菰
菜
」
は
も
ち
ろ
ん
、
章
の
冒
頭
に

挙
げ
た
張
翰
の
逸
話
中
の
、
彼
に
帰
郷
を
促
し
た
「
菰
菜
」
も
、
洛
都
に
秋
風
が
吹
く
頃
で
あ
っ

た
の
だ
か
ら
当
然
「
菰
首
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
梁
の
宗
懍
『
荊
楚
歳
時
記
』
九
月

の
条
（『
爾
雅
翼
』
巻
六
引
）
に
、

九
月
九
日
事
中
、
称
菰
菜
地
菌
之
流
、
作
羹
甚
美
。
鱸
魚
作
膾
。
白
如
玉
。
一
時
之
珍
。

う
ま

九
月
九
日
の
事
の
中
、
菰
菜
の
地
菌
の
流
を
称
え
、
羹
を
作
る
に
甚
だ
美
し
。
鱸
魚
に
て
膾
を
作

る
。
白
き
こ
と
玉
の
ご
と
し
。
一
時
の
珍
な
り
。

と
あ
る
「
菰
菜
」
も
重
陽
に
珍
食
し
た
「
菰
首
」
で
あ
ろ
う
。

次
章
に
て
詳
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
春
の
嫩
芽
と
は
別
の
菰
菜
「
菰
首
」
と
は
、
菰

草
に
黒
穂
病
菌
が
侵
入
し
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
伸
び
る
花
茎
部
が
菌
�
と
な
り
、
白
く
太
い

タ
ケ
ノ
コ
状
を
呈
し
た
も
の
で
、
現
在
ま
で
食
さ
れ
る
美
味
な
蔬
菜
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
歴
代
の
本
草
書
に
は
図
を
伴
う
も
の
が
数
種
あ
り
、
当
然
菰
草
も
描
か
れ
る
。

し
か
る
に
、
菰
の
特
徴
と
も
い
え
る
こ
の
「
菰
首
」
ま
で
図
化
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い
こ
と
は
ま
こ
と
に
奇
妙
で
あ
る
﹇
前
章
所
掲
諸
菰
図
参
照
﹈。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
金

陵
本
・
江
西
本
『
本
草
綱
目
』
の
附
図
﹇
左
上
図
﹈
は
、
菰
米
を
稔
ら
せ
た
花
序
と
と
も
に
、

は
っ
き
り
と
肥
大
化
し
た
「
菰
首
」
を
描
い
て
い
て
出
色
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
図
は
『
本
草
綱
目
』
初
版
（
金

陵
本
）
刊
行
の
萬
暦
二
十
四
年
（
一
五
九
六
）
を
溯
る
こ
と
三
十
年
、
嘉
靖
四
十
四
年
（
一
五

六
五
）
の
自
序
を
有
す
る
陳
嘉
謨
『
本
草
蒙
筌
』（
巻
三
）
の
「
菰
根
」
条
に
附
さ
れ
る
図
﹇
上

欄
下
図
﹈
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
謝
宗
万
氏
は
『
本
草
綱

目
』
の
挿
絵
に
つ
い
て
、「
図
形
雖
然
比
較
粗
放
簡
単
、
但
能
起
到
写
生
示
意
的
作
用
（
図
の
形

は
比
較
的
粗
放
で
簡
単
で
は
あ
る
が
、
写
生
し
て
そ
の
意
図
を
示
す
役
目
を
よ
く
果
た
し
て
い

�る
）」
と
述
べ
、
李
時
珍
監
修
の
も
と
長
子
建
中
と
次
子
建
元
が
原
図
を
描
い
た
と
さ
れ
る
附
図

を
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
『
本
草
綱
目
』
の
原
作
で
な
い
こ
と
が
往
々
あ
る
こ

と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
贅
言
す
れ
ば
、
本
来
菰
米
と
「
菰
首
」
と
が
同
一
株
中
に
両
立

す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
、
そ
の
意
味
で
も
写
実
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
篠
田
統
氏
は
、「
古
代
﹇
漢
代
以
前
。
筆
者
注
﹈
の
文
献
に
お
い
て
、
あ
れ
だ
け
菰
米

を
う
た
っ
て
お
き
な
が
ら
、
ひ
と
こ
と
も
�
白
﹇
菰
首
の
こ
と
。
筆
者
注
﹈
に
お
よ
ん
だ
も
の

�

が
な
い
こ
と
は
、
注
目
し
て
よ
ろ
し
い
」
と
述
べ
、
産
地
た
る
南
方
楚
国
の
屈
原
ら
が
「
菰
首
」

に
触
れ
な
い
こ
と
を
不
審
と
し
、
菰
米
と
違
っ
て
「
菰
首
」
の
保
存
が
利
か
な
い
こ
と
を
理
由

に
、「
と
も
あ
れ
�
白
が
ご
ち
そ
う
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
だ
い
た
い
南
北
朝
の
こ
ろ
か
ら
と

お
も
わ
れ
る
」
と
結
論
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
少
々
早
計
で
は
な
か
ろ
う
か
。

実
は
、
既
に
『
爾
雅
』
釈
草
は
「
菰
首
」
を
載
せ
る
。
た
だ
し
、「
菰
首
」
な
る
名
で
は
な
く

キ
ョ
ソ

「
�
蔬
」
と
し
て
で
あ
る
。

出
隧
、
�
蔬
。（
郭
璞
注
）
�
蔬
、
似
土
菌
、
生
菰
草
中
。
今
、
江
東
啖
之
。
甜
滑
。

出
隧
は
�
蔬
な
り
。（
郭
璞
注
）
�
蔬
は
土
菌
の
ご
と
く
、
菰
草
中
に
生
ず
。
今
、
江
東
に
て
之
を

く
ら啖

ふ
。
甜
滑
な
り
。

こ
の
「
�
蔬
」
と
い
う
珍
妙
な
る
名
称
は
古
来
不
可
解
と
さ
れ
、
郭
璞
が
「
菰
草
に
生
ず
」
と

は
っ
き
り
注
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宋
の
�
�
『
爾
雅
疏
』
の
よ
う
に
『
広
雅
』
の
「
朝

生
は
、
形
、
鬼
蓋
の
ご
と
し
」
を
引
い
て
、「
朝
生
」「
鬼
蓋
」、
す
な
わ
ち
あ
の
傘
を
有
す
る
キ

ノ
コ
で
あ
る
と
す
っ
か
り
誤
解
し
て
し
ま
っ
た
例
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
江
南
東
晋
の
元
帝
に

遇
さ
れ
て
い
た
博
学
の
郭
璞
は
、
さ
す
が
に
「
菰
首
」
を
実
見
か
つ
食
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
、「
甜
滑
」
で
あ
る
と
そ
の
美
味
さ
を
褒
め
て
い
る
。
し
か
し
、
済
陰
（
山
東
省
）
の
人
�
�

に
と
っ
て
「
菰
首
」
は
縁
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
爾
雅
』
釈
草
に
、

中
馗
、
菌
。
小
者
菌
。

中
馗
は
菌
な
り
。
小
な
る
者
は
菌
な
り
。

か
さ

と
あ
り
、
こ
れ
に
郭
璞
は
「
地
蕈
な
り
。
蓋
の
ご
と
し
。
今
、
江
東
名
づ
け
て
土
菌
と
為
す
」

（
一
六
）
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春
秋
両
季
、
中
心
生
白
薹
。
状
如
藕
而
軟
、
曰
菰
菜
、
俗
謂
之
�
白
。

は
す
ね

春
秋
両
季
、
中
心
に
白
薹
を
生
ず
。
状
藕
の
ご
と
く
し
て
軟
ら
か
、
菰
菜
と
曰
ひ
、
俗
に
之
を
�

白
と
謂
ふ
。

と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
北
宋
当
時
、
春
の
嫩
芽
と
い
え
ば
、
若
芽
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。

顧
元
龍
氏
に
よ
る
と
、
現
在
各
地
で
優
良
株
を
選
抜
し
て
い
っ
た
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
る

�

と
い
い
、
そ
れ
は
「
一
熟
�
」
と
「
両
熟
�
」
と
に
大
別
で
き
る
と
い
う
。
前
者
は
、
秋
季
九

月
か
ら
十
月
に
か
け
て
年
一
回
収
穫
す
る
品
種
で
あ
り
、
後
者
は
、
春
季
五
月
か
ら
夏
季
六
月

と
秋
季
九
月
か
ら
十
月
と
に
収
穫
す
る
品
種
で
あ
る
。『
清
稗
類
鈔
』
に
春
と
あ
る
の
は
、
ほ
ぼ

晩
春
初
夏
の
意
な
の
で
あ
ろ
う
。「
両
熟
�
」
種
の
菰
は
、
い
ず
れ
も
江
蘇
・
浙
江
両
省
一
帯
の

�

栽
培
種
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
栽
培
種
が
、
い
つ
ご
ろ
生
み
出
さ
れ
た
か
に
よ
っ
て
、『
本
草
図
経
』
に
い
う

「
菰
菜
」（
狭
義
）
と
「
�
白
」
と
が
も
つ
意
味
に
違
い
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

『
本
草
図
経
』
が
春
の
甜
美
な
若
芽
と
称
し
た
「
菰
菜
」「
�
白
」
は
、
本
来
「
菰
首
」
と
は
別

物
で
あ
る
と
の
卑
見
は
前
述
し
た
が
、
仮
に
当
時
（
北
宋
代
）
か
ら
「
両
熟
�
」
の
菰
草
が
栽

培
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
菰
菜
」「
�
白
」
も
早
生
の
「
菰
首
」
を
指
す
可
能
性

が
で
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

当
時
の
本
草
書
や
農
書
が
何
も
教
え
て
く
れ
な
い
中
、
こ
こ
で
南
宋
陸
游
の
詩
に
着
目
し
た

い
。
彼
の
詩
集
『
剣
南
詩
稿
』
全
八
十
五
巻
か
ら
、
た
と
え
ば
菰
菜
に
関
す
る
「
菰
菜
」「
菰
首
」

「
秋
菰
」
の
三
語
を
拾
っ
て
み
る
と
、
何
と
二
十
一
例
も
見
出
せ
る
（
う
ち
一
例
は
詩
題
）。
そ

れ
は
次
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
。

万
里
秋
風
菰
菜
老
、
一
川
明
月
稲
花
香

「
秋
日
郊
居
・
二
」（
紹
熙
三
年
秋

『
詩
稿
』
巻
二
十
五
）

芋
魁
加
�
香
出
屋
、
菰
首
�
羹
甘
若
飴「

幽
居
」（
淳
熙
八
年
九
月

『
詩
稿
』
巻
十
三
）

秋
菰
出
水
白
於
玉
、
寒
薺
繞
牆
甘
若
飴

「
秋
晩
・
三
」（
紹
熙
五
年
秋

『
詩
稿
』
巻
三
十
）

�

そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
秋
制
作
の
詩
で
あ
る
。
故
に
、
陸
游
が
好
ん
で
食
し
、
か
つ
詠
じ
て

い
た
の
は
、「
菰
菜
」
と
あ
っ
て
も
春
の
嫩
芽
、
コ
モ
ノ
コ
の
「
菰
菜
」
で
は
な
く
、
秋
の
コ
モ

ヅ
ノ
「
菰
首
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
陸
游
は
山
陰
（
浙
江
省
紹
興
）
の
人
で
あ
る
か

ら
、
既
述
の
「
両
熟
�
」
が
仮
に
当
時
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
菰
を
常
食
し
、
そ
の

事
実
を
か
な
り
具
体
的
に
詠
み
込
む
陸
游
の
詩
に
あ
っ
て
、
春
の
「
菰
首
」
が
当
然
詠
ま
れ
て

い
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
南
宋
の
末
期
か
ら
元
代
に
は
「
菰
首
」
採
集
目
的
の
菰
草
栽
培
が
始
ま
っ

て
い
た
も
の
と
推
察
で
き
る
が
、
半
世
紀
以
上
先
立
つ
陸
游
活
躍
の
頃
は
、
い
ま
だ
発
達
し
て

い
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
開
始
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
「
両
熟
�
」
と
い
っ
た
二
期
作
品
種

は
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
さ
ら
に
溯
る
北
宋
の
嘉
祐
六
年

（
一
〇
六
一
）
に
完
成
し
た
『
本
草
図
経
』
中
の
「
菰
菜
」「
�
白
」
が
、「
春
亦
生
笋
甜
美
」

と
記
さ
れ
る
限
り
、
そ
れ
は
「
菰
首
」
で
は
な
く
春
の
若
芽
を
指
す
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

『
蜀
本
草
』
の
記
述
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
羅
願
『
爾
雅
翼
』
の
、
夏
季
に
菌
が
寄
生
し
て
で
き

る
「
菰
菜
」
と
い
う
の
は
、
正
確
に
は
「
菰
首
」
で
あ
っ
た
の
だ
。
あ
る
い
は
『
蜀
本
草
』
は
、

「
夏
月
生
菌
細
」
の
「
菰
菜
」
と
と
も
に
、「
菰
首
」
を
も
同
文
中
に
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
で
き
た
「
菰
首
」
の
大
小
を
「
菰
菜
」「
菰
首
」
の
名
称
で
区
別
し
て
い
る
可
能
性
は
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
用
語
に
混
乱
が
起
こ
り
始
め
て
い
る
こ
と
は
い
え
、
博
雅
羅
願
の
一
言

が
欲
し
か
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

後
世
、「
菰
菜
」「
�
白
」「
菰
首
」
は
往
々
混
同
さ
れ
て
ゆ
き
、
そ
れ
は
現
代
の
詩
文
の
注
釈

書
に
ま
で
及
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
の
李
時
珍
で
さ
え
そ
の
『
本
草
綱
目
』
に
て

�

明
言
し
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
気
付
か
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
無
理
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
え
っ

て
我
が
邦
本
草
書
の
濫
觴
、
大
医
博
士
深
根
輔
仁
『
本
草
和
名
』（
九
一
八
年
）
に
「
�
弱

和

名
古
毛
乃
古
」（
下
巻
二
十
）、「
菰
首

和
名
古
毛
都
乃
」（
下
巻
十
七
）
と
あ
っ
て
、「
菰
菜
」

を
指
す
「
�
弱
」
に
「
コ
モ
ノ
コ
」（「
菰
の
子
」
の
意
）、「
菰
首
」
に
「
コ
モ
ツ
ノ
」（「
菰
角
」

の
意
）
の
和
名
を
与
え
て
正
確
に
区
別
し
て
い
る
。
小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
も
、「
菰
菜
」

を
「
菰
筍
」
と
し
て
、

春
宿
根
ヨ
リ
苗
ヲ
生
ズ
。
初
メ
出
ル
ト
キ
筍
ノ
形
ヲ
ナ
ス
。
コ
レ
ヲ
菰
筍
ト
云
。
マ
コ
モ

ノ
芽
ナ
リ
。
…
秋
中
根
上
ニ
筍
ノ
如
キ
者
ヲ
生
ズ
。
即
菰
首
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
、
コ
モ
ツ
ノ

（
和
名
鈔
）
・
コ
モ
フ
ツ
ロ
（
同
上
）
ト
云
。
今
ガ
ン
ヅ
ル
ト
呼
。

と
峻
別
し
て
述
べ
て
い
る
。

『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
八
「
飲
食
」
の
「
左
京
大
夫
顕
輔
青
侍
と
連
歌
の
事
」
に
、

同
卿
の
も
と
に
盃
酌
あ
り
け
る
に
、
た
ゝ
み
め
﹇
畳
和
布
。
干
海
苔
の
類
。
筆
者
注
﹈
に

こ
も
の
こ
を
さ
か
な
に
し
た
り
け
る
を
み
て
、
あ
る
じ
、

た
ゝ
み
め
に
し
く
さ
か
な
こ
そ
な
か
り
け
れ

前
に
あ
り
け
る
青
侍
の
つ
け
侍
け
る
、

こ
も
の
こ
の
み
や
さ
し
ま
さ
る
ら
む
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も
と

す
な
は

里
に
羈
宦
し
て
以
て
名
爵
を
要
め
ん
や
と
。
遂
に
駕
を
命
じ
て
便
ち
帰
る
。
俄
に
し
て
斉
王
敗
る
。

時
人
皆
謂
ひ
て
機
を
見
る
と
為
せ
り
。

こ
れ
は
晋
の
斉
王
司
馬
冏
に
召
さ
れ
て
い
た
張
翰
が
、
都
洛
陽
に
秋
風
の
た
よ
り
が
届
く
や
呉

中
（
蘇
州
）
の
「
菰
菜
羹
、
鱸
魚
膾
」
を
想
い
出
し
、
い
て
も
た
っ
て
も
お
れ
ず
官
を
辞
し
て

�

帰
郷
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
辞
官
帰
郷
の
真
意
は
政
治
情
勢
へ
の
深
謀
で
あ
ろ
う

こ
と
、
こ
の
逸
話
が
識
鑒
篇
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
ろ
う
が
、
機
を
見
る
き
っ
か
け

あ
つ
も
の

な
ま
す

と
な
っ
た
「
菰
菜
」
が
張
翰
の
好
物
で
あ
り
、
そ
の
羹
（
吸
物
）
が
鱸
の
膾
（
刺
身
）
と
並
挙

さ
れ
る
南
方
呉
の
名
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
察
せ
ら
れ
る
。
司
馬
冏
は
太
安
元
年
（
三
〇
三
）
に

長
沙
王
司
馬
乂
に
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
、
張
翰
の
南
渡
は
そ
の
直
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
に
み
え
る
菰
菜
は
、
菰
米
で
は
な
い
。
菰
は
、
前
章
に
列
挙
し
た
ご
と
く
、
枚

乗
「
七
発
」
を
嚆
矢
に
「
七
」
賦
に
詠
み
込
ま
れ
る
南
方
物
産
の
常
連
で
あ
っ
た
。
南
朝
梁
の

簡
文
帝
に
も
「
七
励
」
な
る
作
が
伝
わ
る
。

芳
菰
之
菜
、
白
霜
之
茄
、
…
此
亦
天
下
之
美
。

﹇
文
苑
英
華
・
三
百
五
十
一
﹈

こ
の
「
芳
菰
の
菜
」
も
菰
米
で
は
な
い
。

南
宋
の
羅
願
『
爾
雅
翼
』（
巻
六
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

菰
、
�
草
也
。
江
南
呼
為
�
草
。
根
久
盤
厚
、
則
夏
月
生
菌
。
菌
即
謂
之
菰
菜
、
利
五

臓
、
雑
鯉
為
羹
。

菰
は
�
草
な
り
。
江
南
呼
び
て
�
草
と
為
す
。
根
久
し
く
し
て
盤
厚
す
れ
ば
、
則
ち
夏
月
に
菌
を

生
ず
。
菌
は
即
ち
之
を
菰
菜
と
謂
ひ
、
五
臓
を
利
し
、
鯉
に
雑
へ
て
羹
と
為
す
。

夏
、
歳
を
経
た
菰
草
に
菌
が
寄
生
し
た
も
の
を
菰
菜
と
い
い
、
鯉
と
一
緒
に
羹
に
す
る
と
あ
る
。

さ
す
が
に
羅
願
は
安
徽
歙
県
の
人
だ
か
ら
、
南
方
に
多
生
す
る
菰
に
関
す
る
記
述
は
正
確
な
は

ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
よ
り
菰
菜
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
羅
願
も
参
照
し
た
こ
と

が
そ
の
表
現
か
ら
窺
わ
れ
る
宋
以
前
の
本
草
書
に
目
を
通
し
て
み
よ
う
。

濫
觴
『
神
農
本
草
経
』
に
菰
は
み
え
ず
、
初
見
は
陶
弘
景
『
名
医
別
録
』
下
品
の
「
菰
根
」

で
あ
る
が
、
薬
効
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
唐
『
新
修
本
草
』
巻
十
一
草
部
下
品
之
下
「
菰
根
」

の
条
も
『
名
医
別
録
』
の
薬
効
を
引
い
て
、「
菰
根
亦
如
蘆
根
、
冷
利
復
甚
也
」
と
附
す
く
ら
い

で
あ
る
。
菰
草
に
つ
い
て
は
次
掲
の
本
草
書
に
み
え
る
。

〈
唐
・
孟

�
・
食
療
本
草
〉
菰
菜
、
利
五
臓
、
邪
気
、
酒
�
、
面
赤
、
白
癩
、
癧
瘍
、
目

赤
等
、
効
。
然
滑
中
、
不
可
多
食
。

�
首
、
寒
。
主
心
胸
中
浮
熱
風
。
食
之
発
冷
気
、
滋
人
歯
、
傷
陽
道
、
令
下
焦
冷
滑
、

不
食
甚
好
。

〈
唐
・
陳
蔵
器
・
本
草
拾
遺
〉
菰
首
、
生
菰
�
草
心
。
至
秋
、
如
小
児
臂
、
故
云
菰
首
、
一

名
�
首
。
主
心
胸
中
浮
熱
、
動
気
、
不
中
食
、
食
之
発
冷
、
滋
牙
歯
、
傷
陽
道
、
令
下

焦
冷
、
不
食
為
妙
。
煮
食
之
、
止
渇
、
甘
冷
、
雑
蜜
食
之
発
痼
疾
、
無
別
功
。

菰
菜
、
味
甘
、
無
毒
、
去
煩
熱
、
止
渇
、
徐
目
黄
、
利
大
小
便
、
止
熱
痢
。
雑
�
魚

為
羹
。
開
胃
口
、
解
酒
毒
。
生
江
東
池
沢
。

〈
後
蜀
・
韓
保
昇
・
蜀
本
草
〉
菰
根
生
水
中
。
葉
似
蔗
荻
。
久
根
盤
厚
。
夏
月
生
菌
細
、
堪

啖
。
名
菰
菜
。
三
年
已
上
、
心
中
生
台
如
藕
、
白
軟
中
有
黒
脈
。
堪
啖
、
名
菰
首
也
。

〈
北
宋
・
蘇
頌
・
本
草
図
経
〉
菰
根
、
旧
不
著
所
出
州
土
、
今
江
湖
陂
沢
中
皆
有
之
。
即
江

南
人
呼
為
�
草
者
。
生
水
中
、
葉
如
蒲
葦
輩
、
刈
以
秣
馬
甚
肥
。
春
亦
生
笋
甜
美
、
堪

啖
、
即
菰
菜
也
。
又
謂
之
�
白
。
其
歳
久
者
、
中
心
生
白
台
如
小
児
臂
、
謂
之
菰
手
。

今
人
作
菰
首
、
非
也
。

こ
れ
ら
諸
書
に
入
り
紊
れ
る
菰
菜
の
異
称
、
す
な
わ
ち
「
菰
首
」「
�
首
」「
菰
菜
」「
�
白
」

「
菰
手
」
と
、
季
節
を
明
示
し
な
い
こ
と
も
あ
る
曖
昧
な
表
現
と
が
後
世
に
混
乱
を
も
た
ら
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
博
学
の
士
、
羅
願
に
あ
っ
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

歴
代
本
草
書
の
簡
潔
な
記
述
を
丹
念
に
読
み
解
く
と
、
実
は
菰
菜
に
二
種
あ
っ
た
こ
と
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。
当
然
羅
願
は
一
言
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
れ
は
、
ま
ず
『
食
療
本
草
』
が
「
菰
菜
」
と
「
�
首
」
と
に
分
け
て
、
食
用
に
お
け
る
注

意
と
薬
効
と
を
各
々
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
記
述
に
や
や
混
乱
が
み
ら

れ
る
も
の
の
『
本
草
拾
遺
』
も
「
菰
首
」
と
は
別
に
「
菰
菜
」
の
特
色
を
記
し
て
い
る
。
太
常

博
士
の
蘇
頌
が
蘊
蓄
を
傾
け
た
と
い
わ
れ
る
『
本
草
図
経
』
は
か
な
り
要
を
得
て
お
り
、
春
季

に
採
れ
る
タ
ケ
ノ
コ
状
の
美
菜
を
「
菰
菜
」「
�
白
」、
歳
を
経
た
株
に
生
ず
る
菜
（『
拾
遺
』
の

記
述
で
補
え
ば
、
秋
季
に
で
き
る
菜
）
を
、
そ
の
形
状
か
ら
「
菰
手
」「
菰
首
」
と
い
う
と
あ
る

（
以
降
、
小
論
で
は
後
世
ま
で
呼
ば
れ
る
「
菰
首
」
を
用
い
る
。
首
は
「
く
び
」
で
は
な
く
「
あ

た
ま
」
の
意
）。
こ
の
「
菰
首
」
こ
そ
が
若
芽
と
は
別
の
、
我
が
邦
で
コ
モ
ヅ
ノ
と
呼
ば
れ
る
黒

穂
病
菌
寄
生
の
美
味
な
る
肥
大
茎
を
指
す
こ
と
は
、「
白
軟
中
に
黒
脈
有
り
」（『
蜀
本
草
』）
と

の
表
現
（
後
述
）
か
ら
も
確
実
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
菰
菜
（
広
義
）
に
は
、
春
の
若
芽
を
示
す
「
菰
菜
」（
狭
義
。
我
が
邦
で
は
コ
モ
ノ

コ
と
呼
ば
れ
る
）
と
、
秋
以
降
の
「
菰
首
」（
コ
モ
ヅ
ノ
）
と
が
あ
る
よ
う
だ
。
も
っ
と
も
、

『
本
草
図
経
』
が
春
の
芽
を
指
す
と
し
た
「
菰
菜
」
の
別
名
「
�
白
」
は
、
後
世
に
わ
た
り
「
菰

首
」
の
同
義
語
と
し
て
定
着
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
菰
首
」
も
真
っ
白
い
肉
質
を

�

有
し
て
お
り
、
ま
さ
に
相
応
し
い
名
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

後
代
、
菰
の
栽
培
種
が
発
達
す
る
に
つ
れ
、
秋
季
以
前
に
も
「
菰
首
」
を
採
取
し
得
る
品
種

が
生
ま
れ
た
こ
と
が
、
清
の
徐
珂
『
清
稗
類
鈔
』
植
物
類
に
、

（
一
四
）

２００５年１２月 「菰」の本草学 １１５



を
つ
け
る
研
究
者
も
あ
る
（
後
述
）。

し
か
し
、
既
に
牧
野
富
太
郎
が
『
頭
註
国
訳
本
草
綱
目
』（
春
陽
堂

一
九
三
二
、
の
ち
『
新

註
校
定
国
訳
本
草
綱
目
』

春
陽
堂

一
九
七
五
）
第
七
冊
の
頭
註
に
て
、

菰
米
ハ
ま
こ
も
ノ
穀
デ
、
往
時
ハ
我
邦
デ
モ
僅
カ
ニ
之
レ
ヲ
食
用
ト
シ
タ
事
モ
ア
ル
ガ
今

日
デ
ハ
其
事
実
ガ
ナ
イ
。
ま
こ
も
ニ
ハ
実
ノ
生
ル
モ
ノ
ト
否
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ア
ル
ト
唱
ヘ

ラ
レ
テ
ヰ
タ
ガ
ソ
ン
ナ
事
ハ
決
シ
テ
ナ
ク
、
何
レ
ノ
株
ニ
モ
能
ク
実
ガ
出
来
ル
。

と
明
言
す
る
よ
う
に
、
結
実
し
な
い
場
合
は
あ
っ
て
も
、
結
実
し
な
い
菰
草
自
体
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
ら
し
い
。

�

こ
の
菰
草
不
結
実
説
の
背
景
に
は
、
二
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

甲

菰
草
の
単
性
花
、
及
び
結
実
し
た
穎
果
は
き
わ
め
て
落
下
し
や
す
く
、
容
易
に
収
穫
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

乙

黒
穂
病
菌
に
感
染
し
た
菰
草
は
出
穂
、
及
び
結
実
し
な
い
。

特
に
後
者
の
病
害
は
頻
繁
に
起
こ
り
得
る
現
象
で
あ
り
、
ま
た
蔓
延
し
や
す
い
。
か
え
っ
て
菰

草
の
副
産
物
コ
モ
ヅ
ノ
を
収
穫
す
る
に
好
都
合
で
あ
る
こ
と
は
次
章
に
お
い
て
述
べ
る
が
、
菰

米
収
穫
を
目
的
と
す
る
場
合
に
こ
の
感
染
は
由
々
し
き
事
態
で
あ
ろ
う
。
特
に
多
年
生
の
菰
草

に
あ
っ
て
は
、
一
度
感
染
す
れ
ば
、
そ
の
株
は
毎
年
出
穂
開
花
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
こ
の
甲
乙
二
つ
の
要
因
が
あ
い
ま
っ
て
、
菰
に
結
実
・
不
結
実
の
二
種
あ
り
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
清
の
�
懿
行
『
爾
雅
義
疏
』
は
、

鄭
樵
通
志
云
々
﹇
前
引
﹈。
楊
慎
巵
言
云
々
﹇
前
引
﹈。
此
二
説
並
無
依
拠
。
蓬
乃
蒿
類

与
�
�
別
。
李
時
珍
本
草
菰
米
下
引
、
孫
炎
云
彫
蓬
即
�
米
、
亦
未
可
信
。

鄭
樵
『
通
志
』
に
云
々
。
楊
慎
『
巵
言
』
に
云
々
。
此
の
二
説
、
並
び
に
依
拠
無
し
。
蓬
は
乃
ち

蒿
の
類
に
て
�
�
と
は
別
な
り
。
李
時
珍
『
本
草
』
菰
米
の
下
に
、
孫
炎
云
ふ
、
彫
蓬
は
即
ち
�

米
を
引
く
も
亦
た
未
だ
信
ず
べ
か
ら
ず
。

と
述
べ
、
鄭
楊
二
説
に
反
駁
し
、『
説
文
』（
一
下
）
の
「
蓬
は
蒿
な
り
」
を
引
き
、
そ
も
そ
も

『
爾
雅
』
の
「
彫
蓬
」「
黍
蓬
」
は
「
蒿
」、
す
な
わ
ち
「
青
蒿
」（
菊
科A

rtem
isia

apiacea

H
ance.

和
名
カ
ワ
ラ
ニ
ン
ジ
ン

『
神
農
本
草
経
』
下
品
に
初
見
）
に
代
表
さ
れ
る
ヨ
モ
ギ
類

で
あ
る
と
す
る
。
な
お
定
め
が
た
い
問
題
で
あ
り
、
小
論
で
は
示
す
に
と
ど
め
て
お
く
。

我
が
邦
に
お
い
て
も
二
種
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
菰
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
古
来
周
知
の
水

辺
植
物
で
あ
り
、
早
く
も
『
万
葉
集
』
に
、

し
め

三
島
江
の
玉
江
の
こ
も
を
標
め
し
よ
り
己
が
と
ぞ
思
ふ
い
ま
だ
刈
ら
ね
ど

﹇
巻
七

一
三
四
八
﹈

ま
こ
も

み
ご
も

真
薦
刈
る
大
野
川
原
の
水
隠
り
に
恋
ひ
来
し
妹
が
紐
解
く
吾
は﹇

巻
十
一

二
七
〇
三
﹈

な
ど
と
詠
わ
れ
る
。
ま
た
、
神
事
に
お
け
る
薦
藉
類
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
『
延
喜
式
』
に
み

�

ち
ま
き

え
、
そ
の
し
き
た
り
は
現
在
に
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
端
午
の
節
句
に
粽
を
菰
葉
で
巻
き
、

七
夕
に
マ
コ
モ
馬
（
干
し
た
菰
葉
の
馬
）
を
作
る
な
ど
伝
統
行
事
に
も
使
用
さ
れ
る
き
わ
め
て

卑
近
な
植
物
で
あ
り
、
一
般
に
和
名
マ
コ
モ
で
呼
ば
れ
る
菰
に
は
、
数
十
に
も
及
ぶ
方
言
が
各

�

地
に
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
我
が
邦
で
菰
米
を
常
食
す
る
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
宮
崎
安
貞
『
農
業
全
書
』
は
菰
草
に
触
れ
ず
、
赤
松
宗
旦
『
利
根
川
図
志
』（
巻
五
）

は
、

根
山
神
社

北
須
賀
村
門
河
と
い
ふ
所
に
あ
り
。
…
此
辺
沼
に
真
菰
多
し
。
…
マ
コ
モ
の

実
は
麦
の
如
き
物
に
し
て
、
人
も
是
を
食
す
。
…
﹇
以
下
、
原
文
は
漢
文
。
筆
者
注
﹈
菰

米
の
書
に
著
さ
る
る
や
、
屈
原
よ
り
以
下
、
唐
宋
の
詩
人
に
及
ぶ
ま
で
、
其
の
美
さ
を
言

ふ
者
多
し
。
我
が
邦
未
だ
之
を
賞
す
る
者
有
る
を
聞
か
ず
。
予
之
を
食
ら
ふ
は
、
今
日
を

以
て
初
め
と
為
す
。

�

と
記
し
て
、
そ
の
思
い
を
七
絶
に
詠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
前
述
し
た
と
お
り
、
菰
米
は
古
代
の
よ
う
に
ご
馳
走
と
し
て
常
食
す
る
よ
う
な
こ
と

は
な
く
な
っ
た
。
陸
游
は
菰
に
執
着
し
た
、
あ
る
い
は
執
着
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ら
し
い
が
、

そ
れ
は
例
外
な
の
で
あ
ろ
う
。
菰
は
明
初
に
い
た
っ
て
周
定
王
朱
�
の
、
そ
の
名
も
『
救
荒
本

草
』
草
部
に
収
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
﹇
前
頁
諸
菰
図
⑤
参
照
﹈。
反
面
、
菰
草
か
ら
得
ら
れ
る
も

う
一
つ
の
副
産
物
「
菰
菜
」
の
需
要
は
衰
頽
す
る
こ
と
な
く
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
次
章
で
は
、

こ
の
「
菰
菜
」
に
つ
い
て
、
多
く
の
問
題
点
と
と
も
に
検
討
し
て
み
た
い
。

二

菰
菜
の
本
草
学

『
世
説
新
語
』
識
鑒
篇
に
次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。

張
季
鷹
辟
斉
王
東
曹
掾
在
洛
。
見
秋
風
起
、
因
思
呉
中
菰
菜
羹
・
鱸
魚
膾
。
曰
、
人
生

貴
得
適
意
爾
。
何
能
羈
宦
数
千
里
以
要
名
爵
。
遂
命
駕
便
帰
。
俄
而
斉
王
敗
、
時
人
皆

謂
為
見
機
。

め

張
季
鷹
、
斉
王
の
東
曹
掾
に
辟
さ
れ
て
、
洛
に
在
り
。
秋
風
の
起
こ
る
を
見
、
よ
り
て
呉
中
の
菰

菜
の
羹
・
鱸
魚
の
膾
を
思
ふ
。
曰
く
、
人
生
は
意
に
適
ふ
を
得
る
を
貴
ぶ
の
み
。
何
ぞ
能
く
数
千
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不
可
解
に
も
歴
代
の
本
草
書
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
触
れ
た
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
李
時

�

珍
『
本
草
綱
目
』
は
巻
二
十
三
穀
部
「
菰
米
」
条
に
て
、
ま
ず
孫
炎
の
注
「
雕
蓬
は
即
ち
�
米

な
り
。
古
人
以
て
五
飯
の
一
と
為
す
者
な
り
」
を
引
き
、
続
い
て
前
引
の
鄭
樵
『
通
志
』
と
、

明
の
楊
慎
『
巵
言
』
に
い
う
、

蓬
有
水
陸
二
種
。
彫
蓬
乃
水
蓬
、
彫
�
是
也
。
黍
蓬
乃
旱
蓬
、
青
科
是
也
。
青
科
結
実

如
黍
、
羌
人
食
之
。
今
松
州
有
焉
。

蓬
に
水
陸
二
種
有
り
。
彫
蓬
は
乃
ち
水
蓬
に
て
彫
�
是
れ
な
り
。
黍
蓬
は
乃
ち
旱
蓬
に
て
青
科
是

こ

れ
な
り
。
青
科
は
結
実
す
れ
ば
黍
の
ご
と
く
、
羌
人
之
を
食
ら
ふ
。
今
松
州
に
焉
れ
有
り
。

と
の
二
説
を
支
持
し
て
、

珍
按
、
鄭
楊
二
説
不
同
。
然
皆
有
理
。
蓋
蓬
類
非
一
種
故
也
。

珍
按
ず
る
に
、
鄭
楊
の
二
説
同
じ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
皆
理
有
り
。
蓋
し
蓬
の
類
は
一
種
に
非
ざ

る
が
故
な
ら
む
。

と
結
論
す
る
。
こ
の
説
は
『
本
草
綱
目
』
を
、
そ
の
権
威
と
と
も
に
輸
入
し
た
我
が
邦
で
も
広

く
お
こ
な
わ
れ
、
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』
巻
八
草
之
四
に
は
、

本
草
ニ
菰
二
種
ア
リ
。
一
種
ハ
、
秋
ニ
実
ヲ
結
ビ
黍
ノ
如
キ
ハ
菰
米
也
。
飯
餅
ヲ
作
リ
テ

食
フ
可
シ
。
是
沙
菰
米
ナ
ル
ベ
シ
。
沙
菰
米
ハ
典
籍
要
覧
ニ
見
エ
タ
リ
。
穀
類
ナ
リ
。
日

本
ニ
異
邦
ヨ
リ
来
ル
。
日
本
ニ
ハ
米
ノ
如
キ
実
ノ
ナ
ル
菰
ア
ル
事
ヲ
キ
カ
ズ
。
一
種
ハ
鄭

樵
ガ
所
謂
黍
蓬
ハ
実
ノ
ナ
ラ
ザ
ル
コ
モ
ナ
リ
。
日
本
ニ
多
シ
。
水
草
ナ
リ
。
本
草
蘇
頌
所

謂
菰
水
中
ニ
生
ジ
葉
蒲
葦
ノ
如
シ
ト
云
フ
是
ナ
リ
。
是
ハ
米
ノ
如
ク
ナ
ル
実
ナ
ラ
ズ
。
国

俗
マ
コ
モ
ト
称
ス
古
哥
ニ
モ
詠
ゼ
リ
。

と
あ
る
。
小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
十
五
草
之
八
に
も
、

菰
、
池
沢
中
甚
多
シ
。
…
秋
ニ
至
テ
高
サ
三
四
尺
、
上
ニ
長
穂
ヲ
発
ス
。
又
二
尺
許
、
小

花
多
ク
綴
リ
テ
、
淡
竹
葉
花
ノ
如
シ
。
実
ヲ
結
バ
ズ
。

と
あ
り
、
そ
の
巻
十
九
穀
之
二
に
は
「
菰
米
」
を
別
載
し
て
、

菰
米
、
�
ノ
一
種
実
ヲ
生
ズ
ル
者
ナ
リ
。
常
ノ
、
マ
コ
モ
ハ
花
ヲ
生
ジ
実
ヲ
生
ゼ
ズ
。
通

志
略
ニ
謂
ユ
ル
黍
蓬
ナ
リ
。
ハ
ナ
ガ
ツ
ミ
ノ
苗
ハ
、
常
ノ
マ
コ
モ
ヨ
リ
長
大
ニ
シ
テ
花
後

実
ヲ
生
ズ
。
…
コ
レ
通
志
略
ニ
謂
ユ
ル
彫
蓬
ニ
シ
テ
即
菰
米
ナ
リ
。

と
述
べ
る
。

実
際
に
結
実
し
な
い
菰
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
、『
採
薬
便
記
』
中
奥
州
（『
古

事
類
苑
』
植
物
部
巻
十
四
引
）
に
「
紀
州
熊
野
本
宮
ニ
モ
菰
米
ア
リ
。
他
所
ノ
菰
ニ
米
穂
ヲ
生

ル
コ
ト
ナ
シ
」
な
ど
と
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
事
実
を
重
視
し
、
ま
た
し
ば
し
ば

結
実
し
な
い
菰
が
観
察
さ
れ
る
報
告
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
菰
に
二
種
あ
り
と
し
て
別
個
に
学
名

①
・
②
経
史
証
類
大
観
本
草

③
重
修
政
和
経
史
証
類
備
用
本
草

④
本
草
蒙
筌

⑤
救
荒
本
草

⑥
農
政
全
書

⑦
三
才
図
会

①

④⑤

②

⑥⑦

③

（
一
二
）
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に
お
け
る
美
饌
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
多
く
の
北
方
植
物
が

�

詠
ま
れ
る
『
詩
経
』
中
に
「
菰
」
が
一
字
も
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
後
代

盛
唐
、
王
維
の
詩
に
あ
っ
て
も
「
�
国
稲
苗
秀
で
、
楚
人
菰
米
肥
ゆ
」（「
友
人
の
南
帰
す
る
を

送
る
」）
と
詠
ま
れ
る
ご
と
く
、
菰
の
語
に
は
南
国
情
緒
を
醸
す
響
き
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

魏
の
曹
植
は
、
枚
乗
以
来
の
「
七
」
体
の
常
套
に
な
ら
っ
て
菰
を
「
芳
菰
」（
芳
し
き
菰
米
）

と
表
現
し
、「
肴
饌
の
妙
」
と
称
讃
し
て
い
る
。
以
降
の
「
七
」
は
、
す
べ
て
類
書
に
引
か
れ
る

佚
文
の
た
め
「
天
下
之
至
美
」「
滋
味
之
麗
」
様
の
文
句
は
み
え
な
い
が
、
お
そ
ら
く
類
似
の
褒

め
言
葉
が
後
続
し
て
い
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
魏
晋
の
頃
ま
で
は
、
菰
は
周
知
の
糧
食
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

当
然
保
存
の
利
く
穀
物
で
あ
る
か
ら
、
北
方
に
お
い
て
も
食
さ
れ
て
は
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
の
詳
し
い
調
理
法
に
あ
っ
て
は
、
か
え
っ
て
賈
思
�
『
斉
民
要
術
』（
五
四
〇
年
頃
）

の
「
�
飯
」（
巻
九
）
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

菰
米
飯
法
。
菰
穀
盛
韋
�
中
、
擣
瓷
器
為
屑
。
勿
令
作
末
。
内
韋
�
中
令
満
。
板
上
揉

之
、
取
末
。
一
作
可
用
升
半
。
炊
如
稲
米
。

こ
な

菰
米
の
飯
法
。
菰
穀
は
韋
�
の
中
に
盛
り
、
瓷
器
を
擣
き
て
屑
と
為
す
。
末
に
作
さ
し
む
る
こ
と

い

勿
か
れ
。
韋
�
の
中
に
内
れ
満
た
し
む
。
板
上
に
て
之
を
揉
み
、
末
を
取
る
。
一
作
ご
と
に
升
半

を
用
ふ
る
べ
し
。
炊
く
こ
と
稲
米
の
ご
と
く
す
。

北
朝
の
、
そ
れ
も
後
魏
の
文
献
に
な
っ
て
初
め
て
調
製
法
が
詳
述
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
こ
の
頃
か
ら
漸
次
菰
米
を
常
食
と
す
る
習
慣
が
、
特
に
北
方
か
ら
廃
れ
つ
つ
あ
り
、
一
般

的
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

下
っ
て
梁
の
陶
弘
景
『
集
注
本
草
』（
五
〇
〇
年
頃
）
を
増
訂
し
た
最
古
の
勅
撰
本
草
書
、
唐

『
新
修
本
草
』（
六
五
七
年
）
に
は
、
巻
十
九
米
部
の
「
稷
米
」
条
に
、

菰
米
、
一
名
彫
胡
、
可
作
餅
。

菰
米
、
一
名
は
彫
胡
、
餅
を
作
る
べ
し
。

と
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
集
注
本
草
』
を
踏
襲
す
る
の
み
で
あ
る
。

続
く
陳
蔵
器
『
本
草
拾
遺
』（
七
三
九
年
）
は
、

雕
胡
、
是
菰
�
草
米
、
古
人
所
貴
。

（『
本
草
綱
目
』
巻
二
十
三
穀
部
引
）

雕
胡
、
是
れ
菰
�
草
の
米
に
て
、
古
人
の
貴
ぶ
所
な
り
。

と
過
去
の
珍
味
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
始
め
る
。
も
っ
と
も
『
証
類
本
草
』
巻
二
十
六
米
穀
下

品
の
「
稷
米
」
条
に
引
く
『
本
草
拾
遺
』
で
は
、「
古
今
所
貴
」
に
作
る
の
で
、
そ
れ
な
ら
ば
ま

だ
菰
米
の
価
値
が
一
定
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
は
な
ろ
う
が
、
や
は
り
菰
米
の
説
明
は
独
立

せ
ず
、「
稷
米
」
条
に
附
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
わ
り
な
い
。

北
宋
の
蘇
頌
『
本
草
図
経
』（
一
〇
六
一
年
）
に
な
る
と
、
菰
を
穀
部
に
す
ら
連
ね
ず
草
部
下

品
「
菰
根
」
条
に
附
記
し
、

至
秋
結
実
。
乃
雕
胡
米
也
。
古
人
以
為
美
饌
、
今
飢
歳
、
人
猶
采
以
当
糧
。
…
彫
胡
諸

米
、
今
皆
不
貴
。

秋
に
至
れ
ば
実
を
結
ぶ
。
乃
ち
雕
胡
米
な
り
。
古
人
は
以
て
美
饌
と
為
す
も
、
今
、
飢
う
る
歳
、

人
猶
ほ
采
り
て
以
て
糧
に
当
つ
。
…
彫
胡
の
諸
米
、
今
皆
貴
ば
ず
。

と
救
荒
植
物
に
下
落
し
た
こ
と
を
明
言
、
続
く
寇
宗
�
『
本
草
衍
義
』（
一
一
一
九
年
）
に
い
た
っ

て
は
「
蒲
類
」
と
み
な
し
た
の
ち
、

河
朔
辺
人
、
止
以
此
苗
飼
馬
。
曰
菰
�
、
及
作
薦
。
…
彼
人
収
之
、
合
粟
為
粥
、
食
之

済
饑
。

た

む
し
ろ

河
朔
の
辺
人
、
止
だ
此
の
苗
を
以
て
馬
を
飼
ふ
の
み
。
菰
�
と
曰
ひ
、
及
び
薦
を
作
る
。
…
彼
の

う

人
之
を
収
め
、
粟
に
合
わ
せ
て
粥
を
為
り
、
之
を
食
ら
は
ば
饑
ゑ
を
済
ふ
。

と
、「
河
朔
の
辺
人
」、
す
な
わ
ち
菰
草
を
馬
の
飼
い
葉
に
使
う
黄
河
以
北
の
辺
境
人
だ
け
が
、

飢
え
を
し
の
ぐ
に
食
べ
る
か
の
よ
う
な
表
現
を
と
る
ま
で
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ど
う
や

ら
各
地
に
お
い
て
菰
米
を
貴
ん
で
食
す
る
習
慣
は
、
唐
代
頃
を
さ
か
い
に
し
て
急
速
に
衰
頽
し

て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
や
菰
米
が
王
の
宴
席
に
出
さ
れ
た
よ
う
な
、
礼
書
に
語

ら
れ
る
古
代
の
状
況
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

こ
の
『
本
草
衍
義
』
は
宣
和
元
年
に
刊
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
六
年
後
、
宣
和
七
年
（
一

一
二
五
）
に
生
ま
れ
た
の
が
冒
頭
に
そ
の
詩
を
掲
げ
た
陸
游
で
あ
る
。
陸
游
に
は
菰
米
菰
飯
の

�

美
味
さ
を
詠
っ
た
詩
が
多
い
が
、
菰
米
は
も
は
や
、
少
な
く
と
も
本
草
書
の
上
で
は
常
食
す
る

に
足
る
ご
馳
走
な
ど
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
﹇
次
頁
諸
菰
図
参
照
﹈。

と
こ
ろ
で
、
問
題
と
な
る
の
は
、
菰
に
二
種
あ
り
と
す
る
説
が
古
来
と
な
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
前
掲
『
爾
雅
』
の
「
齧
彫
蓬
、
薦
黍
蓬
」
に
つ
い
て
鄭
樵
『
通
志
』
昆
虫
草
木
略

は
、

菰
曰
蓬
、
今
人
謂
之
�
。
爾
雅
曰
、
齧
彫
蓬
、
薦
黍
蓬
。
彫
蓬
者
米
�
也
。
其
米
謂
之

彫
胡
、
可
作
飯
。
故
曰
齧
。
黍
蓬
者
、
野
�
也
。
不
能
結
実
、
惟
堪
薦
藉
。
故
曰
薦
。

菰
を
蓬
と
曰
ひ
、
今
人
之
を
�
と
謂
ふ
。『
爾
雅
』
に
曰
く
、
彫
蓬
を
齧
み
、
黍
蓬
を
薦
く
と
。
彫

蓬
は
米
�
な
り
。
其
の
米
之
を
彫
胡
と
謂
ひ
、
飯
を
作
る
べ
し
。
故
に
齧
と
曰
ふ
。
黍
蓬
は
、
野

�
な
り
。
実
を
結
ぶ
こ
と
能
は
ず
、
惟
だ
薦
藉
に
堪
ふ
る
の
み
。
故
に
薦
と
曰
ふ
。

と
述
べ
、
菰
に
は
菰
米
が
採
取
で
き
る
種
、
す
な
わ
ち
「
�
米
」（『
爾
雅
』
の
彫
蓬
）
と
、
結

実
せ
ず
た
だ
薦
藉
（
ム
シ
ロ
）
に
用
い
る
種
、
す
な
わ
ち
「
野
�
」（『
爾
雅
』
の
黍
蓬
）
と
が

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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こ
の
小
論
で
は
、
従
来
諸
説
紛
糾
し
て
定
ま
ら
な
い
菰
米
、
及
び
菰
菜
に
つ
い
て
本
草
学
的

�

な
整
理
検
討
を
仔
細
に
加
え
、
も
っ
て
経
書
詩
文
を
解
す
る
一
助
に
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

一

菰
米
の
本
草
学

菰
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
古
辞
書
の
類
を
あ
た
っ
て
み
よ
う
。『
説
文
解
字
』（
一
下
）
で
は
「
�
」

に
作
り
、�

、
雕
胡
、
一
名
�
。

�
は
雕
胡
、
一
名
は
�
な
り
。

と
あ
り
、
続
い
て
「
�
」
を
引
く
と
、

�
、
�
也
。

�
は
�
な
り
。

と
互
訓
す
る
。『
広
雅
』
釈
草
に
は
、

菰
、
�
也
。
其
米
謂
之
彫
胡
。

菰
は
�
な
り
。
其
の
米
、
之
を
彫
胡
と
謂
ふ
。

と
あ
る
。
意
外
に
も
最
古
の
『
爾
雅
』
に
は
菰
（
�
）
や
�
と
し
て
は
み
え
な
い
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

二
書
の
簡
潔
な
説
明
に
よ
る
と
、
菰
（
�
）
は
、
�
と
同
義
で
あ
り
、
そ
の
米
、
す
な
わ
ち

顆
粒
状
の
実
を
「
雕
胡
（
彫
胡
）」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
菰
実
が
穀
物
の
一
種
と
み
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
原
文
で
次
掲
す
る
礼
書
の
記
載
や
漢
儒
の
注
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

〈
周
礼
・
食
医
〉
凡
会
膳
食
之
宜
、
牛
宜
�
、
羊
宜
黍
、
豕
宜
稷
、
犬
宜
粱
、
雁
宜
麦
、
魚

宜
菰
。
凡
君
子
之
食
、
恒
放
焉
。（
鄭
衆
注
）
�
、
彫
胡
也
。

〈
周
礼
・
太
宰
〉
以
九
職
任
万
民
。
一
曰
三
農
、
生
九
穀
。（
鄭
衆
注
）
九
穀
、
黍
・
稷
・
�

・
稲
・
麻
・
大
小
豆
・
大
小
麦
。（
鄭
玄
注
）
九
穀
無
�
・
大
麦
、
而
有
粱
・
�
。

〈
周
礼
・
膳
夫
〉
凡
王
之
饋
、
食
用
六
穀
、
膳
用
六
牲
、
飲
用
六
清
。（
鄭
衆
注
）
六
穀
、
�

・
黍
・
稷
・
粱
・
麦
・
�
。
�
、
彫
胡
也
。

〈
礼
記
・
内
則
〉
食
、
蝸
醢
而
�
食
・
雉
羹
。（
鄭
玄
注
）
�
、
彫
胡
也
。

ど
う
や
ら
雕
胡
（
彫
胡
）
と
呼
ば
れ
た
菰
実
は
、
黍
（
モ
チ
キ
ビ
）
や
稷
（
ウ
ル
チ
ア
ワ
）
な

ど
と
と
も
に
九
穀
・
六
穀
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
数
え
上
げ
ら
れ
、
君
主
の
宴
席
に
も
出
さ
れ
る

古
代
常
用
の
糧
食
で
あ
っ
た
ら
し
い
。『
淮
南
子
』
詮
言
訓
に
は
、

心
有
憂
者
、
筐
床
衽
席
弗
能
安
也
、
菰
飯
�
牛
弗
能
甘
也
、
琴
瑟
鳴
�
弗
能
楽
也
。

う
ま

心
に
憂
ひ
有
る
者
は
、
筐
床
衽
席
も
安
ん
ず
る
こ
と
能
は
ず
、
菰
飯
�
牛
も
甘
き
こ
と
能
は
ず
、

琴
瑟
鳴
�
も
楽
し
む
こ
と
能
は
ず
。

と
あ
り
、「
菰
飯
」
と
い
う
か
ら
に
は
炊
い
で
食
さ
れ
た
ら
し
く
、『
爾
雅
』
釈
草
に
、

か

し

齧
彫
蓬
、
薦
黍
蓬
。

彫
蓬
を
齧
み
、
黍
蓬
を
薦
く
。

と
あ
る
の
を
、
宋
の
鄭
樵
は
そ
の
『
通
志
』
昆
虫
草
木
略
に
て
「
彫
蓬
」
を
�
（
菰
と
同
義
）

と
み
な
し
て
、

彫
蓬
者
米
�
也
。
其
米
謂
之
彫
胡
、
可
作
飯
。

彫
蓬
は
米
�
な
り
。
其
の
米
、
之
を
彫
胡
と
謂
ひ
、
飯
を
作
る
べ
し
。

と
解
し
て
い
る
。

さ
て
、
詩
文
の
類
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
魏
晋
時
代
ま
で
の
用
例
を
列
挙
し
て

み
る
。

〈
楚
辞
・
大
招
〉
五
穀
六
仞
、
設
菰
粱
只
。（
王
逸
注
）
菰
粱
、
�
実
、
謂
雕
胡
也
。
言
楚
国

土
地
肥
美
、
堪
用
種
植
五
穀
。
其
穂
長
六
仞
。
又
有
菰
粱
之
飯
、
芬
香
且
柔
滑
也
。

〈
宋
玉
・
諷
賦
〉
為
臣
炊
彫
胡
之
飯
、
烹
露
葵
之
羹
、
来
勧
臣
食
。

﹇
古
文
苑
・
三
﹈

〈
司
馬
相
如
・
上
林
賦
〉
鮮
支
黄
礫
、
�
苧
青
�
。（
張
揖
注
）
�
、
菰
也
。
﹇
文
選
・
八
﹈

〈
司
馬
相
如
・
子
虚
賦
〉
其
	
湿
則
生
蔵
莨
蒹
葭
、
東


彫
胡
。（
張
揖
注
）
彫
胡
、
菰

也
。

﹇
文
選
・
七
﹈

〈
枚
乗
・
七
発
〉
楚
苗
之
食
、
安
胡
之
�
、
…
此
亦
天
下
之
至
美
也
。（
李
善
注
）
安
胡
、

彫
胡
也
。

﹇
文
選
・
三
十
四
﹈

〈
張
衡
・
七
弁
〉
会
稽
之
菰
、
冀
野
之
粱
、
珍
羞
雑
�
、
灼
爍
芳
香
、
此
滋
味
之
麗
也
。

﹇
芸
文
類
聚
・
五
十
七
﹈

〈
桓
麟
・
七
説
〉
香


為
飯
、
雑
以
�
菰
。

﹇
芸
文
類
聚
・
五
十
七
﹈

〈
桓
彬
・
七
設
〉
菰
粱
雪
累
、
班
臠
錦
文
。

﹇
北
堂
書
鈔
・
百
四
十
五
﹈

〈
劉
梁
・
七
挙
〉
菰
粱
之
飯
、
入
口
叢
流
。

﹇
北
堂
書
鈔
・
百
四
十
四
﹈

〈
曹
植
・
七
啓
〉
芳
菰
精
�
、
霜
蓄
露
葵
、
…
此
肴
饌
之
妙
也
。

﹇
文
選
・
三
十
四
﹈

〈
徐
幹
・
七
喩
〉
南
土
之
�
、
東
湖
之
菰
。

﹇
初
学
記
・
二
十
六
﹈

〈
傅
巽
・
七
誨
〉
孟
冬
香
�
、
上
秋
膏
粱
、
彫
胡
�
子
。

﹇
初
学
記
・
二
十
六
﹈

〈
杜
預
・
七
規
〉
農
夫
進
菰
粱
之
精
稗
。

﹇
北
堂
書
鈔
・
百
四
十
二
﹈

〈
傅
玄
・
七
謨
〉
彫
胡
之
飯
、
糅
以
游
粱
。

﹇
北
堂
書
鈔
・
百
四
十
四
﹈

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
前
掲
『
淮
南
子
』
も
含
め
て
、
南
方
に
関
係
す
る
文
章
に
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
楚
辞
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
、「
子
虚
賦
」
は
楚
の
物
産

を
詠
い
あ
げ
た
も
の
。
呉
王
�
に
仕
え
た
枚
乗
の
「
七
発
」
は
、
呉
客
が
楚
王
の
病
を
治
療
せ

ん
と
謀
っ
て
「
楚
苗
の
食
」
な
る
菰
飯
を
も
ち
だ
し
、
張
衡
「
七
弁
」
は
「
会
稽
（
浙
江
省
）

の
菰
」
と
わ
ざ
わ
ざ
明
示
し
て
い
る
。

菰
米
の
飯
は
、『
淮
南
子
』
に
「
�
牛
」（
肥
え
た
飼
い
牛
）
と
並
挙
さ
れ
、
さ
ら
に
「
天
下

の
至
美
」（「
七
発
」）、「
滋
味
の
麗
」（「
七
弁
」）
な
ど
と
讃
え
ら
れ
る
か
ら
に
は
、
特
に
南
方

（
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〇
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《
論
文
》

「
菰
」
の
本
草
学

―
陸
游
詩
所
詠
菰
草
考
序
説
―

澁

澤

尚

﹇
要

旨
﹈

古
典
詩
文
に
頻
見
さ
れ
る
菰
は
古
来
食
用
と
さ
れ
、
そ
の
実
「
菰
米
」
の
飯
は
南
方
の
美
饌
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
秦
漢
の
頃
か
ら
そ
の
芽
「
菰

菜
」
の
利
用
が
始
ま
り
、
や
が
て
唐
代
を
さ
か
い
に
菰
米
の
方
は
救
荒
植
物
に
成
り
下
が
っ
て
ゆ
く
。
と
こ
ろ
で
菰
菜
に
は
二
種
あ
る
が
、
珍
重
さ
れ
た
の
は

春
の
嫩
芽
よ
り
も
、
病
菌
に
冒
さ
れ
た
秋
の
肥
大
茎「
菰
首
」で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
特
殊
性
ゆ
え
か
歴
代
の
本
草
書
と
碩
学
と
を
紛
乱
さ
せ
、
誤
解
聚
訟
を
き

わ
め
て
い
る
。
当
論
で
は
菰
米
・
菰
菜
に
関
す
る
諸
問
題
、
異
称
や
利
用
の
盛
衰
史
な
ど
に
本
草
学
的
考
証
を
加
え
、
も
っ
て
菰
草
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈

本
草

菰

マ
コ
モ

菰
米

菰
菜

菰
首

陸
游

緒

言

と

湖
上
采
菰
甘
似
蜜

湖
上
に
菰
を
采
る

甘
き
こ
と
蜜
の
ご
と
し

街
頭
買
酒
滑
如
油

街
頭
に
酒
を
買
ふ

滑
ら
か
な
る
こ
と
油
の
ご
と
し

�

（「
戯
題
酒
家
壁
」

『
剣
南
詩
稿
』
巻
四
十
四
）

南
宋
、
陸
游
の
詩
に
こ
う
詠
わ
れ
た
「
菰
」（
和
名
マ
コ
モ
）
は
、
湖
沼
藪
沢
に
群
生
す
る
周

知
の
植
物
で
あ
り
、
な
に
も
珍
奇
な
る
草
本
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。
古
く
は
経
書
や
古
辞
書
、

下
っ
て
は
本
草
書
や
農
書
か
ら
料
理
書
に
ま
で
そ
の
名
が
み
え
、
歴
代
の
詩
文
に
も
た
び
た
び

登
場
し
て
き
た
。
陸
詩
を
信
ず
れ
ば
、
菰
は
相
当
な
美
饌
に
な
る
こ
と
相
違
な
か
ろ
う
が
、
そ

れ
は
諸
書
に
お
い
て
菰
一
字
で
用
い
ら
れ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
菰
米
」「
雕
胡
」「
�
米
」「
菰

菜
」「
�
白
」「
菰
首
」「
�
笋
」「
�
蔬
」「
烏
鬱
」「
�
鬱
」
な
ど
と
、
そ
の
利
用
部
位
に
よ
り

さ
ま
ざ
ま
に
呼
び
分
け
ら
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
胡
道
静
氏
が
「
因
為
有
這
�
的
一
種
変
革
存
在
、
而
這
箇
事
実
又
被
忽
視
了
、

故
対
于
古
今
�
米
・
�
笋
、
往
往
不
易
�
清
它
們
是
怎
麼
（
菰
の
利
用
に
は
変
革
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
実
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
た
め
、
古
今
に
わ
た
っ
て
�
米
と
�
笋
が

�

往
々
に
し
て
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
明
確
に
把
握
で
き
な
か
っ
た
）」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、

あ
る
時
期
か
ら
菰
の
利
用
部
位
の
好
み
に
は
変
化
が
起
こ
っ
た
た
め
、
そ
の
実
態
が
不
鮮
明
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。

確
か
に
菰
や
そ
の
異
称
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
本
草
書
や
農
書
、
経
書
、
詩
文
の
諸
注
に
お

い
て
歴
代
混
乱
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
は
、
菰
に
少
し
く
特
殊
な
利
用
法
が
あ
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
菰
に
は
大
き
く
、「
実
の
利
用
」（
す
な
わ
ち
菰
米
）
と
「
芽
の

利
用
」（
す
な
わ
ち
菰
菜
）
と
が
あ
り
、
特
に
芽
茎
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
寄
生
す
る
菌
類
を
と

も
な
っ
て
食
用
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
あ
る
ひ
と
「
菰
草
に
二
種
あ
り
」
と
い
い
、
あ
る

ひ
と
「
菰
菜
に
二
種
あ
り
」
と
い
う
。
ま
た
菰
草
の
寄
生
菌
と
は
何
物
で
あ
る
の
か
、「
�
蔬
」

「
烏
鬱
」
な
る
不
可
解
な
名
称
は
何
に
由
来
し
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。
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